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岩
田
系
図
諸
本
の
比
較
分
析
（
一
） 

根
ヶ
山 

泰 

史  

は
じ
め
に 

本
稿
は
、
丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
系
図
の
諸
本
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
比
較
分
析
を
行
い
、
岩
田
氏
の
来
歴
等
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。 

岩
田
氏
は
、
武
蔵
武
士
の
う
ち
丹
党
に
属
し
、
武
蔵
国
秩
父
郡
岩
田
（
現
長
瀞
町
）

の
地
を
本
貫
と
す
る
一
族
で
あ
る
。
秩
父
地
方
の
丹
党
武
士
団
の
中
で
は
中
村
氏

に
次
ぐ
有
力
な
氏
族
で
、
中
村
氏
が
西
遷
等
に
よ
り
各
地
へ
分
散
し
た
の
に
対
し
、

岩
田
氏
は
一
貫
し
て
当
該
地
域
を
中
心
に
活
動
し
、
中
世
を
通
じ
て
勢
力
を
維
持

し
た
と
さ
れ
て
い
る
（1）
。 

こ
の
岩
田
氏
を
め
ぐ
っ
て
は
、
近
年
、
禅
宗
史
料
に
着
目
し
た
森
田
真
一
氏
の
研

究
に
よ
り
、
中
世
後
期
の
秩
父
郡
に
本
拠
地
を
お
く
有
力
な
領
主
で
あ
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（2）
。
ま
た
、
筆
者
も
新
井
浩
文
氏
と
と
も
に
福
井
県
小
浜
市

所
在
の
「
岩
田
家
文
書
」
を
紹
介
し
、
岩
田
氏
に
関
係
す
る
新
出
の
系
図
や
古
文
書

写
本
等
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
（3）
。 

旧
稿
で
は
、
こ
の
小
浜
市
所
在
の
系
図
（
以
下
「
小
浜
本
」
と
す
る
）
以
外
に
も
、

寄
居
町
の
岩
田
栄
蔵
家
に
伝
来
し
た
と
さ
れ
る
系
図
（
以
下
「
寄
居
本
」
と
す
る
）

や
小
鹿
野
町
指
定
有
形
文
化
財
「
岩
田
家
文
書
」
中
の
系
図
（
以
下
「
小
鹿
野
本
」

と
す
る
）
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
小
浜
本
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係
で
全
体
の
釈

文
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
寄
居
本
・
小
鹿
野
本
に
つ
い
て
は
原
資
料
の
調
査

に
至
ら
ず
、
相
互
の
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
検
討
す
る
と
し
て

課
題
を
残
し
た
。 

そ
の
後
、
寄
居
本
・
小
鹿
野
本
に
つ
い
て
は
、
幸
い
に
し
て
原
資
料
を
調
査
す
る

機
会
を
得
た
（4）
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
右
記
の
岩
田
系
図
三
本
の
釈
文
を
掲
載
し
、

そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
関
連
系
図
も
可
能
な
限
り

紹
介
し
、
相
互
の
比
較
分
析
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
史
料
的
制
約

か
ら
十
分
な
解
明
が
進
ん
で
い
な
い
岩
田
氏
の
事
跡
や
来
歴
等
に
つ
い
て
も
、
新

た
な
可
能
性
を
提
示
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

な
お
、
紙
幅
の
制
限
に
よ
り
、
本
稿
は
複
数
号
に
わ
た
る
掲
載
と
な
る
予
定
で
あ

る
。
第
一
分
冊
の
今
号
で
は
、
未
翻
刻
の
寄
居
本
・
小
鹿
野
本
に
つ
い
て
釈
文
を
掲

載
し
、
次
号
以
降
で
は
小
浜
本
及
び
そ
の
他
の
関
係
系
図
の
釈
文
を
掲
載
し
た
上

で
、
諸
本
の
概
要
を
紹
介
し
、
相
互
の
異
同
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。 

 
第
一
章 

岩
田
系
図
の
諸
本 

 

本
章
で
は
、
寄
居
本
・
小
鹿
野
本
・
小
浜
本
や
そ
の
他
の
関
係
系
図
に
つ
い
て
釈

文
の
提
示
を
行
う
。
今
号
で
は
、
寄
居
本
「
丹
党
岩
田
丹
治
比
姓
系
図
」
お
よ
び
小

鹿
野
本
「
丹
治
姓
岩
田
系
図
」
の
釈
文
を
掲
載
す
る
。
な
お
、
釈
文
掲
載
に
あ
た
っ

て
の
凡
例
は
註
に
記
載
し
た
（5）
。 
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【
史
料
一 

丹
党
岩
田
丹
治
比
姓
系
図
（
寄
居
本
）
】
（6） 

「
岩
田
丹
治
比
姓 

系
圖
」 

 

丹
黨 

 
 

家
紋
丸
中
丹
一
文
字 

 
 

岩
田
丹
治
比
姓 

系
圖 

本
國
武
藏
國
秩
父
郡
白
鳥
郷
岩
田
邑
、
岩
田
者
邑
名
』
而
、
在
於
武
藏
國
秩
父
郡
、

士
人
説
、
一
大
石
在
田
邉
、
號
岩
田
』
邑
、
以
岩
田
爲
穪
號
者
、
第
十
八
代
丹
治
政

廣
始
領
其
所
、
』
有
屋
敷
跡
、
』
吉
例
年
毎
三
九
日
、
以
一
羹
・
二
麪
饗
應
之
、
自
祖

至
今
』
用
此
例
也
、
』
丹
黨
氏
神
丹
生
大
明
神
社
、
在
於
岩
田
邑
毎
年
九
月
十
九
日
、
』

爲
祭
禮
又
同
邑
野
上
村
勸
請
丹
生
社
、
毎
年
二
月
朔
日
祭
』
祀
之
、
惣
丹
黨
之
在
邑

必
斎
祭
丹
生
社
也
云

云

、 

  
 

 
 

 

第
二
十
九
代 

宣
化
天
皇─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

諱
武
小
國
押
盾
、
継
體
天
皇
第
二
子
也
、
母
曰
目
子
媛
』
是
尾
張
連
草
香 

女
、
雄
畧
帝
十
二
年
戊
申
生
、
安
聞
帝
』
二
年
乙
卯
十
二
月
即
位
、
二
年 

春
正
月
遷
都
于
大
和
國
』
髙
市
郡
檜
隈
廬
入
野
、
夏
五
月
詔
曰
、
食
者
天 

下
之
本
』
也
、
黄
金
萬
貫
不
可
療
飢
、
白
玉
千
箱
何
能
救
冷
収
藏
』
穀
稼 

蓄
積
儲
粮
遙
設
凶
年
厚
饗
良
客
修
造
官
』
家
那
津
之
口
、
四
年
春
二
月
甲 

午
崩
明
年
七
十
三
、
』
葬
于
大
和
國
桃
花
鳥
坂
上
陵
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

└

上
殖
葉
皇
子─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 

亦
名
椀
子
、
是
丹
比
公
偉
那
公
凡
二
姓
之
先
也
、
母
』
橘
仲
皇
后
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

└

十
市
王─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

└

多
治
比
古
王─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 

亦
名
多
治
比
彦
武
王
、』
河
内
國
丹
南
郡
多
治
比
村
若
松
天
神
、
延
喜
式 

所
載
』
丹
治
比
神
社
是
也
、
毎
年
六
月
二
十
五
日
・
十
一
月
十
五
日
』 

修
祭
事
、
則
丹
治
比
古
王
之
靈
社
也
、
令
穪
菅
神
、
非
也
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

 

左
大
臣
、
正
一
位 

└

島
眞
人─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 

天
武
帝
十
一
年
、
筑
紫
大
宰
丹
比
眞
人
島
等
貢
大
』
鐘
、
同
十
二
年
貢
三 

足
雀
、
持
統
帝
三
年
、
以
直
廣
壹
授
、
』
直
廣
貳
丹
比
島
増
封
一
百
戸
、 

同
四
年
正
月
己
卯
、
公
郷
』
百
寮
拜
朝
如
元
日
會
儀
、
島
眞
人
與
布
勢
御 

主
人
』
朝
臣
、
奏
賀
騰
極
、
同
年
七
月
、
正
廣
三
右
大
臣
、
同
五
年
』
増 

封
三
百
戸
、
通
前
五
百
戸
、
文
武
帝
四
年
正
月
癸
亥
、
』
有
詔
賜
靈
壽
杖
及 

輿
儓
、
同
年
八
月
、
左
大
臣
、
大
』
寶
元
年
三
月
甲
午
、
正
二
位
大
納
言
、 

同
年
七
月
壬
』
辰
、
薨
、 

 

詔
、
遣
右
少
辯
從
五
位
下
波
多
朝
臣
』 

廣
足
、
治
部
少
輔
從
五
位
下
大
宅
朝
臣
、
金
弓
等
鍳
』
護
喪
事
、
又
遣
三 

品
刑
部
親
王
、
正
二
位
石
上
朝
臣
』
麻
呂
、
就
第
、
吊
賻
之
、
正
五
位
下 

路
眞
人
、
大
人
爲
公
』
卿
之
誅
、
從
七
位
下
下
毛
野
朝
臣
石
代
、
爲
百
官 

之
』
誅
、
大
臣
者
、
宣
化
天
皇
玄
孫
多
治
比
王
之
子
也
、
』
和
銅
五
年
九
月 

己
巳
、
詔
曰
、
故
左
大
臣
正
二
位
多
治
比
』
眞
人
島
之
妻
家
原
音
那
、
賜 

右
大
臣
從
二
位
大
伴
宿
』
穪
、
御
行
之
妻
紀
朝
臣
音
那
並
以
夫
存
之
日
、 

相
勸
』
爲
國
之
道
、
夫
亡
之
後
、
固
守
同
墳
之
意
、
朕
思
、
彼
』
貞
節
感 

歎
之
深
、
宜
此
二
人
各
賜
邑
五
十
戸
、
其
家
』
原
音
那
加
賜
連
姓
、 

 
│

 

〔
土
ヵ
〕 

〔
閑
〕 

〔
時
ヵ
〕 

〔
彌
〕 

（
外
題
） 
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┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├
池
守 

大
納
言
、
從
二
位 

大
宰
帥 

 
 

持
統
帝
七
月
、
直
廣
肆
、
和
銅
元
年
三
月
、
民
部
郷
、
同
』
年
九
月
戊
子
、 

爲
造
平
城
宮
司
長
官
、
同
六
年
四
月
』
乙
卯
、
正
四
位
下
始
從
四
位
上

、
同
七
年 

正
月
、
從
三
位
、
靈
龜
元
』
年
五
月
壬
寅
、
大
宰
帥
、
養
老
元
年
二
月
辛
巳
、 

賜
大
宰
』
帥
池
守
、
綾
一
十
匹
、
絹
二
十
匹
、
絁
三
十
匹
、
綿
三
百
屯
』 

│
 

布
一
百
端
、
褒
善
政
也
、
同
二
年
乙
巳
、
中
納
言
、
同
五
年
』
正
月
壬
子
、 

大
納
言
、
神
龜
元
年
二
月
甲
午
、
益
封
五
』
十
戸
、
同
二
年
十
一
月
、
賜 

靈
壽
杖
並
絁
綿
、
同
四
年
正
月
』
庚
子
、
従
二
位
、
同
年
十
二
月
辛
亥
、
引 

│
 

百
官
史
生
已
上
、
』
拜
皇
太
子
於
大
政
大
臣
第
、
天
平
元
年
二
月
、
就
長
屋
』 

│
 

王
宅
、
窮
問
其
罪
、
同
二
年
九
月
己
未
、
薨
、
左
大
臣
島
第
』
一
子
也
、 

│
 

├

縣
守 

中
納
言
、
正
二
位
、
征
夷
将
軍
宣
命
之
始
也
、 

 
 

慶
雲
二
年
十
二
月
癸
酉
、
從
六
位
下
、
和
銅
三
年
四
月
壬
午
、
』
從
五
位
上
、 

靈
龜
二
年
正
月
癸
巳
、
從
四
位
下
、
同
年
五
月
』
壬
寅
、
爲
造
宮
卿
、
同
年 

七
月
癸
亥
、
爲
遣
唐
押
使
、
』
養
老
元
年
三
月
己
酉
、
賜
節
刀
、
同
二
年
十
月
、 

大
宰
府
』
言
遣
唐
使
、
縣
守
来
歸
、
十
二
月
壬
申
、
縣
守
等
自
』
唐
國
至
甲
戌 

進
節
刀
、
同
三
年
正
月
辛
卯
、
天
皇
』
御
大
極
殿
受
朝
與
從
四
位
上
藤
原
朝
臣 

武
智
麻
呂
』
二
人
賛
引
皇
太
子
也
、
同
年
壬
寅
、
正
四
位
下
、
同
年
七
月
』 

 
 

庚
子
、
管
相
模
・
上
野
・
下
野
三
國
、
于
時
武
藏
國
主
也
、
』
同
四
年
九
月 

│
 

戊
寅
、
爲
持
節
征
夷
將
軍
、
同
五
年
正
月
』
壬
子
、
正
四
位
上
、
同
年
四
月 

乙
酉
、
爲
鎮
狄
將
軍
、
同
年
』
六
月
辛
丑
、
中
務
卿
、
天
平
元
年
三
月
甲
午
、 

従
三
位
、
同
』
三
年
八
月
丁
亥
、
兵
部
卿
、
同
年
十
一
月
丁
卯
、
山
陽
道
鎮
』 

│
 

撫
使
、
同
四
年
正
月
甲
子
、
中
納
言
、
同
年
七
月
丁
亥
、
山
陰
』
道
鎭
撫
使
、 

│
 

同
六
年
正
月
己
卯
、
正
三
位
、
同
七
年
二
月
』
癸
丑
、
赴
於
兵
部
曹
、
問
新 

羅
入
朝
之
旨
、
同
年
十
一
月
』
乙
丑
、
舎
人
親
王
薨
、 

天
皇
遣
縣
守
就
第 

宣
詔
贈
』
大
政
大
臣
、
同
閏
十
一
月
壬
寅
、
天
皇
臨
朝
、
召
諸
國
朝
集
』
使 

等
、
縣
守
宣
勅
、
同
九
年
六
月
丙
寅
、
薨
、
島
之
第
』
二
子
也
、 

│
 

├

水
守 

宮
内
卿 

従
四
位
下 

 
 

大
寶
二
年
十
一
月
丙
子
、
賜
封
一
十
戸
、
于
時
従
五
位
下
、
』
同
三
年
七
月 

甲
午
、
尾
張
守
、
同
四
年
五
月
乙
巳
、
河
内
』
守
、
和
銅
元
年
三
月
、
近
江
守
、 

同
二
年
、
従
四
位
下
』
始
正
五
位
下

、
同
年
九
月
、
美
濃
守
、
同
三
年
四
月
癸
卯
、
』 

│
 

右
京
太
夫
、
同
四
年
庚
寅
、
宮
内
卿
、
水
守
卒
、
島
之
第
』
三
子
也
、 

│
 

├

廣
足 

中
納
言 

正
四
位
上 

 
 

養
老
元
年
八
月
甲
戌
、
赴
於
美
濃
州
、
造
行
宮
、
』
神
龜
三
年
正
月
庚
子
、 

正
五
位
下
始
従
五

位

下

、
同
年
九
月
』
壬
寅
、
爲
造
頓
宮
司
、
天
平
五
年
、
上
總
守
、 

同
十
』
八
年
四
月
、
刑
部
卿
、
同
十
九
年
正
月
丙
申
、
従
』
四
位
上
、
同
年 

二
月
、
兵
部
卿
、
同
廿
年
二
月
己
未
、
』
正
六
位
下
、
同
廿
一
年
七
月
、
正 

四
位
上
中
納
言
、
天
平
』
勝
寶
二
年
正
月
乙
巳
、
従
三
位
、
同
六
年
七
月
癸
丑
、
』 

 
 

造
山
司
、
同
年
十
一
月
甲
申
、
藥
師
寺
僧
行
信
與
八
』
幡
神
宮
主
神
大
神
多 

摩
等
同
意
厭
魅
下
所
司
』
推
勘
罪
合
遠
流
、
廣
足
就
藥
師
寺
宣
詔
、
同
八
』 

 
 

年
五
月
丙
辰
、
造
山
司
、
天
平
寶
字
元
年
八
月
庚
』
辰
、
勅
廣
足
年
深
將
耄 

力
弱
就
列
不
教
諸
』
姪
悉
爲
賊
從
如
此
之
人
、
何
居
宰
輔
宣
辭
中
』
納
言
、 

以
散
位
歸
第
焉
、
同
四
年
正
月
癸
未
、
薨
、
』
廣
足
者
平
城
朝
時
歴
仕
内
外
、 

至
中
納
言
、
勝
寶
』
九
年
坐
子
姪
黨
逆
而
免
職
歸
第
、
以
散
位
』
終
焉
、
島
之 

│
 

第
四
子
也
、 

〔
卿
〕 

〔
四
ヵ
〕 
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│
 

│
 

 
 

式
部
卿 

皇
太
子
傅 

中
納
言
従
三
位 

└

廣
成─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

和
銅
元
年
正
月
、
従
五
位
下
、
始
従
六
位
上
、
同
年
三
月
』
丙
午
、
下
野 

守
、
同
五
年
、
従
五
位
上
、
同
七
年
十
一
月
』
庚
戌
、
副
将
軍
、
養
老
元 

年
正
月
、
正
五
位
下
、
同
三
年
』
七
月
庚
子
、
管
能
登
・
越
中
・
越
後
三 

國
、
于
時
越
前
』
國
主
也
、
同
四
年
正
月
甲
子
、
正
五
位
上
、
神
亀
元 

年
』
二
月
壬
子
、
従
四
位
下
、
天
平
三
年
、
従
四
位
上
、
同
四
年
』
七
月 

丁
亥
、
遣
唐
使
、
同
五
年
三
月
戊
午
、
拜
朝
、
閏
』
三
月
癸
巳
、
辞
見
授│

 

節
刀
、
同
年
四
月
己
亥
、
遣
唐
』
四
船
自
難
波
進
發
、
同
六
年
十
一
月 

│
 

丁
丑
、
入
唐
』
大
使
廣
成
来
著
多
禰
島
、
同
七
年
三
月
、
正
四
位
上
、
』 

 
 

同
九
年
八
月
唐
申
、
参
議
、
同
年
九
月
己
亥
、
中
納
』
言
、
同
十
年
正 

月
、
兼
式
部
卿
、
同
八
月
乙
亥
、
武
』
藏
守
、
同
十
一
年
四
月
戊
辰
、 

薨
、
島
之
第
五
子
也
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

武
藏
守 

従
五
位
下 

└

濱
成─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

寶
龜
九
年
十
二
月
己
丑
、
判
官
、
天
應
元
年
八
』
月
丁
丑
、
從
五
位
下
、 

同
年
十
二
月
丁
未
、
造
山
司
、
』
延
暦
元
年
閏
正
月
甲
子
、
左
京
亮
、 

同
年
』
八
月
乙
亥
、
少
輔
、
同
三
年
十
二
月
己
巳
、
従
五
位
上
、
』
同
四 

年
八
月
丙
子
、
右
中
辯
、
同
六
年
二
月
庚
辰
、
』
常
陸
介
、
同
七
年
三
月 

巳
己
、
征
東
副
使
、
同
九
』
年
三
月
丙
午
、
陸
奥
按
察
使
兼
守
、
同
十
』 

 
 

年
七
月
壬
申
、
征
夷
副
使
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

從
五
位
上 

木
工
頭 

└

貞
成─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

天
長
九
年
四
月
二
十
五
日
、
改
多
治
比
、
為
丹
治
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

左
京
大
夫 

從
四
位
上 

│

峯
成─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
│

 
 

従
四
位
下 

因
幡
守 

│
└

永
成─

─
─
─
─

 

│
 

永
成
六
世
孫
幹
成
大
夫
判
官
従
』

四
位
上
武
藏
介

、
其
子
宗
直
私
市
』
大
夫
、
従
五
位
下
相
模
介
・ 

│
 

武
藏
守
、
其
子
孫
代
』
代
穪
私
市
大
夫
、
住
武
藏
州
私
市
邑
、
所
謂
』
私
之
黨
、 

│
 

河
原
・
私
市
・
熊
谷
・
瀬
山
・
瓶
尻
・
春
』
原
等
祖
也
、 

│
 

│
 

 
 

左
中
辯 

└

貞
峯─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

貞
峯
者
、
右
京
人
也
、
入
學
有
才
藻
奉
試
及
』
弟
、
補
文
章
生
、
天
長
十 

年
、
兵
部
少
丞
、
承
和
五
』
年
、
従
五
位
下
、
除
播
磨
介
、
同
十
四
年
、 

民
部
少
輔
、
』
嘉
祥
三
年
、
遷
為
駿
河
守
、
爲
政
清
厚
吏
民
』
稱
之
、
齊 

衡
三
年
、
大
學
頭
、
天
安
元
年
、
遷
刑
』
部
少
輔
、
同
二
年
、
民
部
少
輔
、 

數
月
拜
右
少
辯
、
』
同
年
八
月
、
文
徳
帝
崩
故
、
爲
裝
束
司
、
同
年
十
月
』 

 
 

八
日
、
迎
伊
勢
齊
内
親
王
、
十
一
月
七
日
、
従
五
位
上
、
』
貞
觀
五
年
二
月 

十
六
日
、
右
中
辯
、
同
日
大
監
物
、
同
』
八
年
二
月
廿
一
日
、
賜
姓
多
治 

眞
人
、
先
是
、
貞
峯
』
等
上
表
曰
、
因
土
民
氏
百
王
之
彛
䂓
分
姓
成
』
親 

千
古
之
茂
典
姓
幸
其
本
何
記
皇
流
氏
』
失
其
初
誰
知
、
天
應
私
檢
吉
野
宮 

〔
庚
ヵ
〕 

（
己
巳
） 

〔
第
〕 

〔
叙
〕 



岩田系図諸本の比較分析（一）（根ヶ山） 

 

 

7 

御
宇
、
宣
化
』
天
皇
皇
子
加
美
惠
波
皇
子
生
十
市
王
、
十
市
王
』
生
多
治 

比
古
王
、
此
王
生
産
之
夕
、
忽
多
治
比
之
』
花
飛
浮
湯
沐
釜
、
以
斯
冥
感
、 

名
多
治
比
古
王
、
』
成
長
後
、
固
執
謙
退
奏
請
求
姓
、
因
賜
多
治
』
比
之 

公
便
、
以
名
爲
姓
存
其
𦾔
意
、
淨
御
原
』
天
皇
十
三
年
、
氏
是
時
多
治
比 

古
王
左
大
臣
正
』
二
位
志
摩
公
賜
姓
眞
人
、
是
貞
峯
髙
祖
父
也
、
』
天
平 

十
六
年
、
遣
唐
使
正
三
位
中
納
言
兼
皇
太
』
子
傅
式
部
卿
、
多
治
比
眞
人 

廣
成
入
唐
之
日
、
』
改
作
丹
墀
、
復
命
之
後
、
猶
用
𦾔
姓
傳
来
百
年
』
無 

心
變
改
、
天
長
九
年
四
月
廿
五
日
、
木
工
頭
従
』
五
位
上
、
多
治
比
眞
人 

貞
成
等
奏
請
、
改
多
治
』
比
三
字
、
爲
丹
墀
兩
字
、
當
于
斯
時
、
貞
成
』 

 
 

等
身
非
氏
長
、
不
預
私
議
心
懐
不
穏
無
駁
』
論
之
夫
物
貴
不
失
眞
理
、 

│
 

則
言
因
實
、
豈
偏
』
賞
入
唐
之
新
文
訛
所
生
之
𦾔
字
乎
、
加
之
、
竊
』 

案
文
辞
倩
思
義
理
丹
墀
眞
人
是
渉
忌
諱
』
伏
願
以
古
多
治
字
換
今
丹
墀 

姓
縁
煩
文
』
請
省
比
字
、
雖
除
一
字
稱
謂
不
變
、
然
則
、
』
存
先
祖
之
感 

生
貽
孫
謀
於
不
朽
不
勝
懇
』
歎
之
至
、
拜
表
以
聞
詔
許
之
云

云

、
同
年
、 

正
五
位
下
、
』
同
十
年
正
月
七
日
、
從
四
位
下
、
同
月
十
六
日
、
遷
為
』 

伊
勢
守
、
不
之
任
、
同
十
二
年
七
月
九
日
、
獻
蓮
』
一
莖
二
花
、
同
十
六 

年
十
一
月
九
日
、
卒
、
壽
七
十
』
六
歳
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

右
大
臣 

└

武
信─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

陽
成
帝
元
慶
元
年
、
下
向
武
藏
國
、
依
之
、
後
裔
』
繁
榮
於
加
治
卿
・ 

秩
父
郡
・
加
美
卿
・
一
井
之
地
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

桑
田
丹
二
、
大
夫 

└

峯
信─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

胃
云
、
峯
明 

└

峯
時─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

丹
貫
主 

始
住
関
東
、
産
武
州
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

武
藏
守 

└

峯
房─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

太
夫 

丹
貫
主 

官
領 

└

武
經─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

始
住
武
州
秩
父 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

丹
貫
主 

└

武
時─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

四
郎
冠
者 

└

武
峯─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

二
大
夫 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├
經
房 

丹
三
冠
者 

 
 

中
村 

 

竹
淵 

盬
屋 

古
郡 

大
河
原 

黒
谷 

岡
田 

 
 

下
中
村 
小
鹿
野 

坂
田 

大
窪 

栗
毛 

横
脛 

横
瀬 

│
 

弥
那 

 
本
田 

 

十
六
苗
字
祖 

〔
郷
〕 

〔
郡
ヵ
〕 
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│
 

├
長
房 

薄
二
郎 

 
 

 
 

薄 

織
原 

 

二
苗
字
祖 

│
 

├

基
房 

秩
父
黒
丹
五 

異
曰
、
勅
使
河
原
黒
丹
五
郎 

 
 

勅
使
河
原 

 
堀
口 

南
荒
居 

青
木 

新
里 

 
 

由
良 

安
保 

瀧
瀬 
長
濱 

 

榛
澤 

小
嶋 

 
 

志
水 

加
治 

髙
麗 

 
十
四
苗
字
祖 

│
 

├

俊
貞 

加
治
三
郎 

左
衛
門
尉 

│
 

├

基
氏 

桐
原
孫
三 

左
衛
門
尉 

│
 

├

基
兼 

判
乃
三
郎 

│
 

│
 

 
 

白
鳥
七
郎 

└

行
房─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

白
鳥 

岩
田 

藤
弥
淵 

野
上 

罪
山 

 
 

井
戸 

山
田 

葉
栗 

 

八
苗
字
祖 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

七
丹
二
郎 

└

基
政─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│

國
時 

黒
谷
五 

異
曰
、
則
政 

│
 

 
 

冨
士
野
夜
討
時
、
為
曽
我
時
宗
蒙
疵
云

云

、 

│
 

│

政
光 

山
田
六
郎 

│
 

│
 

 
 

岩
田
七
郎 

├

政
廣─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

東
鑑
第
二
十
五
曰
、
承
久
三
年
六
月
十
四
日
、
於
宇
治
川
』
上
首
一
討
捕 

政
廣
属

鎌
倉
勢

、
是
在
金
持
兵
衛
之
日
記
、』
此
時
、
鎌
倉
勢
中
蒙
疵
之
中
、
岩
田
八 

│
 

郎
云
者
、
』
愚
按
、
山
田
八
郎
歟
、
岩
田
七
郎
・
同
岩
田
二
郎
』
亦
得
首 

│
 

二
、
是
皆
載
金
持
兵
衛
之
日
記
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

└

政
成 

山
田
八
郎 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

政
信 

岩
田
二
郎
、
』
號
藤
矢
淵 

│
 

├

政
經 

野
上
三
郎 

 
 

東
鑑
曰
、
建
長
二
年
、
於
京
都
以
課
役
出
材
木
者
』
称
岩
田
三
郎
、 

│
 

├

政
家 

白
鳥
四
郎 

│
 

│
 

 
 

岩
田
五
郎 

└

廣
方─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

小
五
郎 
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├

廣
時─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

├

廣
員 
六
郎 

│
 

└

廣
家 

七
郎 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

又
五
郎 

├

廣
房─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

政
茂 

小
七
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

└

政
房 

小
八
郎 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

小
五
郎 

├

忠
國─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

├

行
時 

六
郎 

│
 

├

長
房 

九
郎 

│
 

└

成
房 

十
郎 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

彦
五
郎 

右
近
将
監 

├

長
廣─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

└

實
成 

青
木
二
郎 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

右
近
将
監 

└

基
廣─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

岩
田
将
監
太
郎 

左
衛
門
尉 

├

實
長─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

異
曰
、
實
利 

薙
髪 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

勝
定
院
義
持
将
軍
之
時
、
鎌
倉
足
利
左
馬
頭
』
持
氏
之
時
、
在
應
永
二 

│
 

│
 

十
四
丁
酉
年
上
杉
氏
憲
入
道
』
禪
秀
亂
之

𦾔
記
、 

│
 

└

實
春 

将
監
二
郎
、
』
號
西
安
保
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

女 
 

藤
田 

前
名 

野
太
郎

長
門
守
小
野
宗
員
妻 

│
 

藤
田
系
図
曰
、
岩
田
左
衛
門
實
利
一
女
、
藤
田
野
太
郎
』
宗
員
娶
之
、 

宗
員
後
改
長
門
守
、 

岩
田
實
利
入
道
』
以
一
跡
授
宗
員
後
、
宗
員
聞
入
道 

之
有
實
子
、
以
』
岩
田
之
地
授
之
、
是
永
享
比
、
岩
田
太
郎
三
郎
改

』
式
部
少
輔 

丹
治
比
實
員
、 

│
 

│
 

 
 

太
郎
三
郎 

式
部
少
輔 

└

實
員─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

太
郎 
刀
先
生 

（
足
利
） （

帯
脱
ヵ
） 
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└

忠
重─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

良
堂 
参
内
之
僧
、
』
和
尚 

│
 

│
 

 
 

太
郎 

├

忠
幸─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

母
者
、
西
上
野
國

後
閑
住
人

後
閑
左
京
大
夫
源
宗
久
女 

│
 

└

義
幸 

三
郎 

對
馬
守 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
 

母
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

對
馬
守 

従
六
位
下 

└

義
幸─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

義
幸
者
、
丹
太
郎
忠
重
三
男
也
、 

 
 

母
者
、
上
州
後
閑
領
主
後
閑
左
京
大
夫
源
宗
久
女
也
、
』
對
馬
守
、
戒
名 

臨
田
淨
室
居
士
并

其
妻
香
室
貞
蓮
大
姉
、
』
右
夫
婦
之
位
牌
在
岩
田
村
臨
済
宗 

妙
心
寺
派 

道
光
寺
・
瑞
岩
寺
』
真
言
宗

新

義

・
満
光
寺
其
外
在
岩
田
領
所
々
之
寺
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

義
眞 

後
閑
孫
太
郎 

│
 

│
 

 
 

岩
田
孫
二
郎 

左
衛
門
太
郎 

├

幸
重─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

河
内
守 

│
 

├

女 
 

人
見
越
前
守
安
利
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

├

女 
 

本
田
筑
前
守
貞
信
妻 

│
 

├

女 
 

諏
訪
部
三
河
守
光
長
妻 

│
 

└

房
幸 

岩
田
三
郎
六
郎 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

三
郎
六
郎 

伊
勢
守 

└

房
幸─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

實
者
、
對
馬
守
義
幸
末
子
、』
秩
父
岩
田
祖
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

彦
三
郎 

土
佐
守 

├

幸
勝─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

母
者
、
藤
田
中
務
大
輔
女
、 

│
 

 

属
上
杉 

 
 

麻
生
太
郎
左
衛
門
勝
家
家
書
曰
勝
家
者
岩
田
』

幸
勝
之
與
子
也

、
土
佐
幸
』
勝
養
児
有
法
、
飲
食 

常
撰
毒
与
能
當
醫
家
之
節
、
故
』
數
子
皆
健
也
、
又
平
生
扛
重
攀
髙
、
故 

成
長
之
後
、
盡
多
』
力
剛
強
也
、
且
雖
不
要
博
學
、
毎
毎
説
古
人
忠
義
之 

行
、
』
使
児
等
記
憶
之
、
故
顕
勇
猛
云

云

、
故
所
其
教
、
所
其
育
、
』
義
守 

己
、
勇
過
人
、
由
是
、
父
慈
子
豈
可
不
慎
乎
、
』
秩
父
郡
四
万
部
・
横
瀬
・ 

宮
澤
・
野
上
・
藤
矢
淵
・
金
尾
・
』
岩
田
邑
中
、
以
永
楽
銭
五
百
八
貫
八 

百
緡
、
構
菟
裘
、
』
戒
名
善
譽
真
公
居
士
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

（
マ
マ
） 
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├

女 
 

小
幡
左
衛
重
景
妻 

上
州
國
峯
小
幡
城
主
也 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

├

重
行 
橡
原
木
工
之
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

└

女 
 

本
庄
藤
太
郎
藤
正
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│

範
平 

童
名
猪
野
丸 
猪
俣
和
泉
守
、
』
外
祖
父
為
養
子 

│
 

母
猪
俣
弾
正
忠
小
野
範
宗
女
、 

│
 

│
 

 
 

左
衛
門
太
郎 

河
内
守 
従
六
位
下 

├

幸
清─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

土
佐
守
幸
勝
嫡
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

母
猪
俣
弾
正
忠
小
野
範
宗
女
、
』 

数
代
属
上
杉
家
幕
下
有
軍
功
、
天
文
四
年
河
越
夜
軍
之
時
、
』
幸
清
者
、 

榛
澤
郡
藤
田
城
主
藤
田
右
衛
門
佐
小
野
邦
房
』
因
為
一
家
、
同
意
藤
田
、 

降
北
条
氏
康
、
弟
彦
二
郎
吉
次
者
、
』
属
𦾔
主
上
杉
憲
政
趣
上
野
國
、
此 

時
、
兄
弟
相
隔
離
、
』 

│
 

武
州
秩
父
郡
白
鳥
庄
岩
田
邑
多
年
居
住
襲
世
、
属
上
杉
』
管
領
麾
下
、 

至

上
杉
憲
政
之
時
、
幸
清
父
幸
勝
忠
節
無
貳
心
、
是
以
管
領
寵
光
預
別
所 

邑
久
那
地
、
属
以
久
』
那
猪
鼻
七
騎
・
大
瀧
七
騎
、
土
佐
守
入
道
宗
真
當 

此
時
、
』
世
人
土
佐
守
入
道
稱
久
那
殿
、
幸
勝
為
深
山
保
守
兄
猪
俣
』
和 

泉
守
範
幸
居
榛
澤
郡
、
三
男
岩
田
彦
二
郎
吉
次
、
』
四
男
市
右
衛
門
吉
重
、 

五
男
平
藏
等
、
保
守
男
衾
』
城
、
宗
真
入
道
二
男
幸
清
住
秩
父
郡
久
那
、
』 

│
 

武
田
信
玄
以
野
心
、
為
圖
武
州
比
企
郡
松
山
城
主
上
杉
』
憲
實
、
窺
松
山│

 

│
 

城
、
秩
父
郡
武
信
甲
三
四
州
近
故
有
捷
』
徑
信
玄
出
秩
父
山
松
山
潜
行
道│

 

假
久
那
邑
時
、
遇
』
騒
雨
依
遣
使
幸
勝
父
子
舘
、
乞
假
笠
、
此
日
舘
主 

他
』
行
、
二
男
幸
清
在
家
、
則
逢
使
、
與
簑
笠
百
、
信
玄
喜
謁
、
』
謝
幸 

清
畢
、
上
杉
管
領
聞
此
事
、
大
怒
曰
、
卒
然
應
需
』
羈
族
之
士
、
且
饗
之
、 

其
意
難
量
、
以
此
没
収
猪
鼻
・
』
大
瀧
邑
、
又
久
那
別
所
営
穿
隍
、
不
窺 

官
領
令
為
』
私
、
又
設
柵
旁
、
有
讒
者
忽
没
収
此
也
、
』
永
禄
五
年
正
月
、 

北
条
氏
康
・
武
田
信
玄
以
両
軍
抜
松
山
城
、
』
上
杉
官
領
敗
績
、
氏
康
大 

克
、
自
是
以
徃
、
幸
勝
属
北
』
條
家
、』 

│
 

幸
清
在
小
田
原
城
中
、
守
竹
浦
口
、
北
條
氏
滅
亡
之
日
、
蟄
』
領
邑
相
州 

│
 

一
宮
糟
谷
村
、
其
後
移
武
州
鉢
形
領
、
天
正
』
十
八
年
十
月
十
五
日
、
卒│

 

於
藤
田
、
号
樹
斍
院
殿
英
山
』
道
笈
居
士
、
墓
有
榛
澤
郡
藤
田
郷
本
寄
居 

村
』
善
導
寺
後
山
、
石
碑
之
図
在
別
、 

│
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
├

女 
 

北
條
氏
直
臣
山
角
主
膳
正
定
常
妻 

│
│

 

│
├

邦
清 

千
勝 

改
甚
十
郎 

│
│

 
 

母
新
田
常
陸
介
高
繁
女 

│
│

 

天
正
十
年
、
邦
清
初
陣
、
属
鉢
形
勢
、
六
月
十
九
日
、
』
於
上
武
両
州
境 

神
流
川
戦
死
、
十
九
歳
異
曰
、
廿
二

、
号
』
軽
命
義
忍
居
士
、
同
日
、
伯
父 

吉
張
亦
討
死
、』
瀧
川
陣
是
也
、 

│
│

 

│
└

清
吉 

彦
九
郎 

改
彦
左
衛
門 

│
 

 

母
同
右 

│
 

（
門
脱
ヵ
） 
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│
 

 
 

彦
二
郎 

従
五
位
下
左
衛
門
尉 

├
吉
次─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
母
猪
俣
弾
正
忠
小
野
範
宗
女 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

兄
忘
上
杉
数
世
之
𦾔
交
、
属
北
條
氏
、
為
不
道
、
与
第
吉
重
』
出
奔
岩 

田
邑
、
従
上
杉
憲
政
、
赴
上
野
國
、
上
杉
零
落
後
、
天
正
十
』
年
、
織 

田
信
長
使
瀧
川
左
近
將
監
一
益
移
居
上
州
厩
橋
、
』
伏
東
國
、
因
之
、
与 

西
上
州
國
峯
城
主
小
幡
上
総
介
・
安
中
城
』
主
安
中
左
近
・
武
州
倉
賀 

野
城
主
倉
賀

野
淡
路
守
・
東
上
』
州
新
田
金
山
城
主
新
田

由
良
信
濃
守
・ 

│
 

髙
山
城
主
髙
』
山
遠
江
守
・
西
上
州
木
部
城
主
木
部
宮
内
少
輔
・
武
州 

│
 

│
 

本
』
庄
城
主
本
庄
三
河
守
以
下
相
共
、
属
滝
川
一
益
、
信
長
被
殺
』
之 

│
 

時
、
一
益
退
去
東
國
故
、
諸
城
主
皆
附
北
條
氏
、
唯
吉
次
』
先
日
以
背 

北
條
氏
康
・
藤
田
邦
房
、
守
義
、
未
嘗
従
、
忍
城
』
主
成
田
下
総
守
氏
長
、 

頻
説
而
相
勧
、
故
吉
次
亦
属
北
』
條
氏
、
薙
髪
、
號
玄
阿
、
以
北
條
陸
奥 

守
氏
輝
長
臣
中
山
』
助
六
郎
家
勝
入
道
全
椿
二
男
右
京
家
清
為
嗣
、
後
』 

号
岩
田
玄
蕃
頭
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

吉
重 

右
衛
門 

号
一
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

母
安
中
主
膳
正
女 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

勇
氣
絶
倫
、
少
年
之
時
、
有
故
出
奔
岩
田
邑
、
属
武
田
』
勝
頼
、
居
甲
州
、 

成
長
而
、
甚
猛
兇
人
皆
憚
之
、
後
与
親
族
』
和
親
、
武
田
氏
亡
國
之
後
、 

因
為
小
幡
重
定
親
族
、
天
正
』
十
年
、
加
瀧
川
一
益
軍
中
、
励
血
戦
云

云

、』 

│
 

 
 

私
曰
、
北
條
記
・
信
長
記
謂
、
於
神
流
川
戦
死
者
』
共
非
也
、
天
正 

十
年
之
戦
後
、
与
谷
崎
忠
右
衛
門
同
』
之
奥
州
仕
會
津
蒲
生
氏
郷
、 

│
 

 
 

領
一
万
石
、
於
九
瓶
』
之
役
、
有
軍
功
云

云

、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

吉
張 

平
蔵 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

母
同
吉
重 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

天
正
十
年
六
月
十
九
日
、
於
上
武
両
國
境
神
流
川
戦
死
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

直
吉 

虎 

後
七
兵
エ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

天
正
十
年
、
瀧
川
敗
陣
而
、
兄
吉
次
同
、
北
條
氏
政
君
降
麾
下
、
』
直
吉 

素
多
力
、
氏
政
知
之
、
未
試
、
一
日
請
觀
其
量
、
虎
應
』
命
、
曳
鍪
錣 

│
 

断
之
、
衆
人
恐
伏
、
氏
直
嘆
之
曰
、
我
聞
』
七
兵
衛
尉
景
清
能
断
錣
、 

│
 

│
 

今
於
虎
親
看
之
耳
、
須
改
名
』
七
兵
衛
、
又
賜
諱
字
、
直
吉
天
正
十
八 

│
 

年
、
在
鉢
形
城
』
中
、
於
城
門
戦
死
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

幸
利 

内
蔵 

傳
左
衛
門 

│
 

從
北
條
氏
、
在
鉢
形
城
中
、
天
正
十
八
年
丑
六
月
、
前
田
利
長
』
卒
北 

國
兵
、
攻
鉢
形
城
、
依
城
兵
猪
俣
能
登
守
直
範
異
心
、
』
衆
心
不

一
、
利
長 

乗
之
、
使
蜜
僧
竊
氏
邦
、
有
縁
於
利
』
長
、
故
遂
和
親
退
去
城
、
入
昌
龍 

寺
氏
邦
菩

提
所
也

、
薙
髪
号
宗
青
、』
之
加
州
、
因
玆
、
幸
利
亦
倍
従
加
州
、
終
仕
利 

長
、
慶
』
長
頃
、
属
前
田
家
先
鋒
列
、
又
於
浅
井
畷
在
後
殿
云

云

、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├
吉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

落
魄
寄
食
于
清
須
徳
善
寺
尾
州
』

一
向
宗

、』
傳
曰
、
欲
使
後
閑
・
岩
田
軰
為
仕
禄
、 

然
為
軍
離
散
諸
』
國
、
不
幸
而
不
應
命
故
、
嫡
家
幸
清
、
天
正
十
八
年 

卒
、
』
吉
次
蟄
奥
州
、
吉
重
仕
蒲
生
氏
郷
、
吉
張
天
正
十
年
戦
死
、
』 

│
 

直
吉
天
正
十
八
年
在
鉢
形
於
城
門
戦
死
、
幸
清
之
加
州
、
』
末
男
吉
奉
拜
』 

〔
弟
〕 

〔
照
〕 

（
悪
脱
ヵ
） 

（
北
条
） 

（
平
） 

〔
密
〕 

（
説
脱
ヵ
） 

〔
陪
〕 

〔
利
ヵ
〕 
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│
 

神
君
、
後
違
命
流
浪
、
亦
仕
薩
摩
守
中
將
忠
吉
君
』
號
性
高

院
』
殿

、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

└

女 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

岩
田
城
主 

└

家
清─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

右
京 

改
玄
蕃
頭 

家
清
之
實
父
者
、
中
山
助
六
郎
家
勝
入
道
全
椿
、
次
男
也
、
』
家
清
従
房 

州
氏
邦
、
在
鉢
形
城
、
天
正
十
八
年
、
氏
邦
退
城
之
』
日
、
衝
破
北
國
兵
、 

直
蟄
秩
父
山
中
三
峰
山
、
曾
在
鉢
形
、
守
』
虎
岡
城
鎮
城

墟
也

、』 

文
禄
朝
鮮
之
役
』 

神
君
出
陣
于
名
護
屋
、
北
條
美
濃
守
氏
盛
、
従
此
役
、
東
』
條
紀
伊
守
・ 

白
樫
三
郎
兵
衛
二
人
共
』

氏
盛
妹
聟

・
岩
田
玄
蕃
頭
等
従
』
氏
盛
、
在
于
此
』 

幕
府
、
凱
歌
之
後
、
東
條
・
白
樫
両
士
之
越
前
福
井
、
禄
仕
彼
家
、
』
家 

清
性
好
酒
、
一
日
醉
而
落
於
馬
上
、
損
傷
腕
、
依
之
、
蟄
武
』
州
榛
澤 

郡
藤
田
邑
、
家
清
無
嗣
子
故
、
養
同
姓
河
内
』
守
子
彦
九
郎
清
吉
、
以 

若
林
新
左
衛
門
則
貞
女
、
妻
之
、
』
使
傳
来
家
寶
什
器
盡
附
焉
若
林
則
貞
女

乃
是
家
清
姪

、』 

一
日
従
者
十
五
人
乗
籃
輿
、
来
遊
于
武
州
府
中
邑
、
判
』
官
物
部
祢
宜 

宅
、
此
時 

上
使
板
倉
四
郎
右
衛
門
、
來
』
于
此
、
傳
』 

神
君
之
命
神
君
御
書

且
賜
黄
金

、
所
謂
、
使
家
清
為
禄
仕
也
、
家
』
清
辞
曰
、
雖
君
命 

忝
、
我
腕
既
損
傷
之
後
、
不
堪
採
槍
、
』
素
餐
野
夫
何
為
用
不
受
所
賜
金
、』

以

國

用

不

足

、
明 

日
將
帰
藤
田
、
復
』
命
足
下
宜
潤
色
也
、
姪
等
中
山
助
六
郎
』

中

山

左

助

雖
踈
于
我
、
皆 

勇
壮
』
也
、
願
足
下
以
是
可
聞
云

云

、
』 

 
 

 

傳
曰
、
依
家
清
落
馬
怪
我
腕
損
、
甚
非
正
説
、
猪
荒
依
止
、
』
左
腕
為 

猪
被
噛
、
滝
上
村
感
藥
師
佛
靈
夢
、
浴
相
州
』
温
泉
而
、
愈
弓
射
時
、 

矢
尺
不
任
心
、
剃
髪
號
義
石
、
板
』
倉
氏
對
顔
之
翠
年
、
於
鉢
形
加 

 
 

 

仁
輪
屋
敷
卒
、
慶
長
』
十
三
戊
申
年
十
月
廿
一
日
、
号
』 

勇
進
院
猛
譽
樂
醉
居
士
、』 

玄
蕃
頭
家
清
従
者
伊
東
采
女
傳
云
、
』 

神
君
在
府
中
、
使
板
倉
四
郎
右
衛
門
問
岩
田
河
内
守
』・
新
田
常
陸
介 

於
家
清
、
家
清
對
曰
、
常
陸
介
不
知
』
其
所
終
、
河
内
守
天
正
十
八 

年
卒
、 

 

神
君
賜
』
黄
金
、
辞
之 

神
君
不
喜
故
、
無
復
問
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

彦
九
郎 

改
右
京 

後
彦
左
衛
門 

左
衛
門
尉 

└

清
吉─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

實
父
岩
田
河
内
守
幸
清 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

 
 

 
 

實
母
新
田
常
陸
介
高
繁
女 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

依 

台
命
、
結
城
秀
康
卿
奉
附
属
、
後
浪
人
、
』
清
吉
宅
地
、
郡
監
伊
奈 

備
前
巡
察
之
日
、
聞
清
吉
先
』
人
為
岩
田
領
主
賜
宅
地
、
』
寛
永
二
年
乙 

丑
五
月
十
一
日
卒
、
四
十
二
歳
、
火
葬
萱
刈
』
本
寄
居
村
善
導
寺
後
山
、 

築
墳
立
碑
、
法
号
妙
』
休
院
本
覚
是
心
居
士
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

童
名
宮
房 

傳
九
郎 

左
衛
門
太
郎 

└
政
吉─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

母
者
若
林
新
左
衛
門
則
貞
女 

号
女
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

 
 

 
 

 

實
者
上
田
又
太
郎
則
秀
入
道
安
楽
斉
女 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

政
吉
、
慶
長
十
四
己
酉
年
四
月
八
日
巳
上
剋
、
生
于
萱
刈
、
晩
年
』
剃 

髪
号
宗
貞
、
元
禄
四
辛
未
年
正
月
五
日
寅
上
剋
、
』
八
十
三
歳
卒
、
即
葬 

（
松
平
） 

〔
翌
〕 

（
忠
次
） 
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善
導
寺
西
山
際
、
号
蓮
乗
』
院
岩
誉
宗
貞
居
士
、
』 

若
林
則
貞
、
比
企
郡
松
山
城
主
上
田
闇
礫
斉
家
臣
也
、
則
』
貞
女
中
山 

全
椿
孫
而
、
勘
解
由
次
官
家
範
姪
女
也
、
延
』
寶
四
丙
辰
年
十
二
月
五 

日
卒
、
九
十
九
歳
、
墓
在
善
導
』
寺
後
山
、
法
号
壽
昌
院
松
譽
蓮
慶
大 

姉
、』
政
吉
之
妻
者
、
秩
父
郡
葭
田
村
之
農
夫
笠
原
與
』
五
兵
衛
若
名
』

与
五
郎

女 

也
、
實
與
五
兵
衛
孫
女
小
櫃
氏
』

女

也

、
』
與
五
兵
衛
冨
農
也
、
以
己
孫
為
養
女
、 

妻
政
吉
、
實
』
父
野
州
佐
野
邑
井
伊
直
孝
末
臣
小
櫃
左
次
右
衛
』
門
光 

嚴
女
也
、
二
女
二
男
之
母
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

女 

初 

│
 

├

女 

鍋 

│
 

│
 

 
 

産
名
伊
勢
千
代 

新
太
郎 

改
玄
蕃 

├

清
次─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

寛
永
十
九
壬
午
年
三
月
二
十
五
日
辰
上
剋
、
生
萱
刈
庄
、
』
母
者
、
農
夫 

笠
原
與
五
郎
女
號
女
郎

、
延
寶
六
戊
午
』
年
七
月
十
日
、
於
萱
刈
卒
、
七 

十
歳
、
即
葬
善
導
寺
』
西
山
際
、
號
智
原
院
載
誉
貞
運
大
姉
、
』 

│
 

清
次
、
元
禄
十
一
年
戊
寅
三
月
二
十
七
日 

卒
、
五
十
七
』
歳
、
即
葬 

善
導
寺
西
山
際
、
號
亮
照
院
本
誉
宗
』
慶
居
士
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

└

正
持 

小
佐
之
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

母
同 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

童
名
千
代 

彦
太
郎 

覚
之
丞 

喜
内 

└

季
張─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

後
主
鈴
廣
智 

恒
足
軒 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

母
者
、
小
櫃
右
馬
之
助
氏
明
女
也
、
氏
明
者
、
兵
家
者
流
柳
生
』
氏
之 

祖
、
学
繋
劔
於
柳
生
但
馬
守
、
最
為
髙
弟
、
又
』
長
鳥
銃
之
術
、
姓
者 

源
、
實
者
今
川
寂
淵
之
次
男
』
也
、
有
故
、
秘
今
川
氏
之
号
而
号
小
櫃 

季
張
、
母
春
女

』
五
十
五
歳
而
、
為
尼
號
淨
善
尼
、
為
黒
瀧
潮
音
之
門
』 

下
、
遂
受
拂
子
、
享
保
三
戊
戌
年
六
月
二
日
申
剋
、
』
於
藤
田
郷
卒
、
年 

七
十
六
歳
、
葬
善
導
寺
西
山
、
』
有
碑
、
號
證
真
院
貞
誉
妙
運
尼
、
』 

季
張
者
、
延
寶
六
戊
午
年
七
月
廿
一
日
辰
上
剋
、
生
萱
刈
』
野
庄 

童
名
今
川
千
石
、
今
川
氏
者
、
母
春
女
、
今
川
寂
淵
之
曾
孫
也
、
』
故
季

張
自
懸
弧
至
八
歳
、
以
五
七
之
桐
為
紋
、
名
千
石
、
以
穏
』
婆
之
言
云
云

、』
父
清
次
、
一
子
也
、
故
専
愛
之
異 

成
長
而
已
、
敢
就
師
不
学
』
書
、
及
壯
年
不
能
讀
書
、
』 

季
張
一
日
以
為
吾
先
實
有
所
由
来
何
在
阡
陌
之
中
』
與
漁
樵
游
乎
、
是
以 

出
于
江
府
、
欲
仕
』 

國
朝
、
元
禄
十
五
壬
午
年
三
月
、
去
萱
刈
野
庄
、
来
逰
于
東
』
都
、
于
時 

品
川
氏
、
依
為
母
姓
名
家
見
北
條
氏
之
所
與
』
季
張
先
人
之
看
傳
来
之
文 

書
、
請
為
嗣
、
季
張
曰
、
』
人
各
有
姓
有
氏
、
不
可
混
天
之
道
也
、
縦
令 

雖
以
之
得
』
禄
爵
継
侘
姓
則
滅
自
姓
也
、
我
所
以
去
𦾔
里
、
来
逰
于
』
此
、 

以
我
姓
仕
幕
府
冀
耳
也
、
不
應
其
請
、
同
年
十
一
月
、
』 

憲
廟
先
隊
之
騎
士
、
属
横
田
甚
右
衛
門
由
松
、
厥
後
、
』
鳥
居
久
大
夫
元
茂 

・
三
浦
監
物
貞
次
、
歴
仕
』 

文
廟
・ 

 

章
廟
、
属
齋
藤
帶
刀
利
久
、
至
』 

徳
廟
、
髙
木
伊
勢
守
守
興
、
彦
坂
壹
岐
守
重
英
、
土
屋
』
刑
部
高
直
等
賜 

食
邑
常
州
河
内
郡
江
戸
﨑
領
之
内
、
』
同
茨
城
郡
完
戸
領
之
中
、
都
合
二 

〔
島
〕 

〔
冀
ヵ
〕 

〔
石
ヵ
〕 

（
徳
川
綱
吉
） 

（
徳
川
家
宣
） 

（
徳
川
家
継
） 

〔
尹
〕 
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百
三
十
二
石
四
斗
五
』
升
一
合
三
夕
六
才
、
』
享
保
八
癸
卯
年
五
月
、
致 

仕
而
、
使
次
子
喜
内
政
郷
襲
、』
號
主
鈴
耻
不
肖
役
、
祖
先
不
用
通
字
、
』

号
季
張
、
後
辞
役
、
改
主
鈴
廣
智

、
號
恒
足
軒
、
』 

寶
暦
十
二
年
九
月
二
十
五
日
、
八
拾
八
歳
卒
、
號
與
治
院
殿
』
誠
譽
丹
阿 

恵
鑑
大
居
士
、
葬
武
州
四
谷
浄
土
宗
』
太
宗
寺
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

童
名
猪
助 

├

廣
雄─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 

元
禄
八
乙
亥
年
九
月
二
十
三
日
卯
剋
、
於
大
里
郡
生
、
』 

│
 

長
而
後
、
中
山
勘
解
由
直
正
名
一
学
直
正
曰
、
氏
族
無
可
踈
之
』
義
矣
、│

 

│
 

且
以
季
張
之
命
、
我
何
以
辞
之
、
則
名
以
一
学
』
母
者
、
阿
部
豊
後
守 

│
 

家
臣
竹
井
甚
五
右
衛
門
紀
信
親
』
女
三
女

、 

實
者
正
親
第
小
尾
新
右
衛 

門
正
信
女
也
、
寛
延
』
三
庚
午
年
十
二
月
十
四
日
午
剋
卒
、
葬
武
州
四 

谷
浄
土
』
宗
太
宗
寺
、
七
十
四
歳
、
号
』 

香
修
院
殿
戒
譽
精
薫
大
姉
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

丹
宮 

喜
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

政
郷─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐
│

 

│
 

 
 

母
同
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│
│

 

│
 

元
禄
十
一
年
戊
寅
八
月
十
日
子
剋
、
於
武
州
大
里
郡
産
、
』
後
改
政
逸
、 

安
永
八
亥
年
十
一
月
十
七
日
八
十
三
歳
卒
、
四
谷
』
浄
土
宗
葬
太
宗 

寺
、
號
松
應
院
高
誉
西
岸
柳
下
居
』
士
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│
│

 

│
 

 

本 

後
峯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│
│

 

├

女─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐
│
│

 

│
 

元
禄
十
五
壬
午
年
五
月
十
九
日
亥
剋
、
生
於
大
里
郡
、
』
同
母
、 

 

小
従
人
和
田
大
七
郎
源
重
光
妻
後
憚
改
種
光

、』
享
保
十
六
年
辛
亥
年
九 

月
廿
八
日
、
種
光
卒
、
葬
青
山
青
』
原
寺
、
即
日
薙
髪
、
号
貞
岩 

院
、
明
和
四
年
正
月
十
日
、
』
六
十
六
歳
卒
、
號
貞
岩
院
殿
心
操
壽 

松
法
燈
尼
、
武
』
州
葬
萱
刈
荘
葬
正
龍
寺
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│
│

 

├

女 

春 

岩 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│
│

 

│
 

寶
永
元
年
甲
申
三
月
四
日
、
生
于
武
陵
四
谷
、
』
同
母
、 

黒
田
豊 

│
 

前
守
丹
治
比
直
重
長
臣
田
原
要
人
』
藤
原
忠
興
妻
、 

 
 

 
 

 
│
│
│

 

│
 

享
保
七
壬
寅
年
八
月
廿
八
日
卒
、
葬
三
縁
山
中
』
心
光
院
、 

 
 
│
│
│

 

号
法
壽
院
殿
摂
光
理
巌
大
姉
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│
│

 

├

女 

律 

政
井 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│
│

 

│
 

寶
永
四
丁
亥
年
四
月
九
日
辰
剋
生
、 

奉
仕
松
平
石
見
守
源
乘
穏
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│
│

 

├

女 

富 

見
勢 

岩
見 

宮
河 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│
│

 

│
 

寶
永
七
庚
寅
年
八
月
十
三
日
子
剋
、
生
于
武
州
四
谷
、』
母
同
、 

│
 

奉
仕
尾
州
黄
門
源
宗
勝
卿
・
睦
卿
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│
│
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│
│

 

├
女 

│
 

└

女 

源 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│
│

 

同
母
、
寶
暦
十
一
年
辛
巳
十
一
月
廿
四
日
卒
、
葬
小
石
川
』 

（
徳
川
吉
宗
） 

〔
弟
〕 

（
マ
マ
） 

（
マ
マ
） 

（
衍
） 

（
マ
マ
） 

（
宗
脱
ヵ
） 
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浄
土
宗
心
光
寺
、
号
明
鏡
院
冬
譽
清
受
大
姉
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│
│

 

│
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

│
│
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
│
├

女 

歌 

│
│
│

 
 

御
徒
組
頭
小
野
寺
忠
兵
衛
妻 

│
│
│

 

│
│
├

廣
敦 

元
八
郎 

 

│
│
│

 
 

 

村
田
弥
次
右
衛
門 

│
│
│

 

│
│
└

廣 

彦
三
郎 

岩
田
傳
左
衛
門 

│
│

 
 

御
徒
松
波
平
右
衛
門
組 

│
└
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

信
盈 

和
田
榮
次
郎
、
早
世 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

└

女 

鉄 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

大
御
番
安
藤
小
平
治
安
部
邦
孝
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
―
―
―
─
┘

 

├

女 

菊 

陸 

千
尾 

│
 

享
保
二
十
年
乙
卯
九
月
九
日
酉
剋
、
産
於
武
州
四
谷
、
』
寛
延
元
戊
辰
年
八 

月
十
九
日
、
奉
仕
紀
州
亞
相
源
宗
直
卿
、
』
寶
暦
三
癸
酉
年
十
二
月
十
三
日
、 

│
 

奉
仕
従
三
位
宰
相
源
宗
武
卿
、
』
母
者
、
政
郷
妻
、
有
故
不
記
其
父
母
、
其
為

│
 

赤
子
之
時
、
井
上
』
河
内
守
侍
従
安
部
正
岑
夫
婦
寵
音
之
膝
下
、
享
保
』
十 

七
壬
子
年
春
、
其
長
臣
某
請
河
内
守
正
之
、
以
』
為
政
郷
之
妻
、』 

│
 

寶
暦
十
一
辛
巳
年
、
嫁
上
原
大
助
藤
原
常
彰
、 

常
』
彰
者
、
惇
廟
御
小
納 

戸
頭
取
上
原
備
後
守
元
常
三
男
』
也
、
常
彰
亦
依
惇
廟
命
別
家
被
召
出
』
從 

三
位
宰
相
宮
内
卿 

被
附
奥
番
相
勤
、 

 ├

某 

源
馬 

丹
宮 

│
 

 

同
母 

│
 

寛
保
元
年
辛
酉
九
月
十
一
日
、
生
於
武
州
四
谷
、
性
聡
明
、
』
幼
稚
多
能
、 

│
 

以
為
寄
、
寶
暦
元
辛
未
年
十
二
月
十
一
日
早
世
、
』
十
一
歳
、
葬
武
州
四
谷 

太
宗
寺
、
号
幻
了
院
浄
譽
清
』
雲
暁
月
大
童
子
、
碑
面
有
清
雲
加
法
名
、 

│
 

├

女 

直 

│
 

 

同
母 

│
 

元
文
三
戊
午
年
正
月
廿
七
日
、
生
於
武
州
四
谷
、
』
延
享
二
乙
丑
年
十
月
十 

日
早
世
、
葬
太
宗
寺
、
號
奬
善
院
』
晙
去
童
女
、 

│
 

├

女 

幸 

│
 

 

同
母 

│
 

延
享
四
丁
卯
年
十
月
十
日
、
生
於
武
州
四
谷
、
』
寶
暦
三
癸
酉
年
二
月
廿
四 

日
早
世
、
葬
太
宗
寺
、
号
猶
響
院
』
幻
誉
知
法
童
女
、 

│
 

├

簡
郷 
左
内 

│
 

 
 

實
者
秋
元
但
馬
守
藤
原
凉
朝
長
臣
』
髙
山
傳
右
衛
門
三
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〔
愛
ヵ
〕 

（
マ
マ
） 

（
徳
川
家
重
） 

〔
知
〕 
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│
 

寶
曆
二
壬
申
年
十
月
、
養
而
為
子
、
』
寶
暦
三
癸
酉
年
七
月
廿
七
日
卒
、
葬 

太
宗
寺
、
号
』
廉
夫
院
黨
誉
簡
郷
居
士
、 

│
 

│
 

 
 

知
菊 

仁
三
郎 

喜
内 

├

政
慰―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
┐

 

│
 

 
 

同
母 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

寶
曆
二
壬

申

年
九
月
十
一
日
、
生
於
武
州
四
谷
、
有
故
安
永
六
丁

』
酉

年
隠 

居
、
四
十
二
歳
ニ

而
卒
、
寛
政
五
癸
丑
年
七
月
十
八
日
』
葬
太
宗
寺
、
號 

│
 

單
昌
院
仰
誉
直
往
居
士
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

├
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
┘

 

│
 

 
 

左
膳 

├

忠
恕―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
┐

 

│
 

安
永
六
丁
酉
年
養
而
為
子
、
安
永
九
庚

子

年
十
二
月
』
隠
居
、
勝
手
ニ

付
、 

│
 

其
後
牛
込
榎
町
ニ

住
居
、
常
好
而
』
遊
書
多
年
、
寛
政
十
一
己

未

年
春
三 

│
 

月
上
京
而
』
青
蓮
院
宮
為
御
直
第
、
号
夫
山
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

 

【
史
料
二 

丹
治
姓
岩
田
系
図
（
小
鹿
野
本
）
】
（7） 

丹
治
姓 

 
 

家
紋
丸
ノ

内
丹
一
文
字
、
』
或
ハ

五
枚
葉
根
笹
ヲ
モ

紋
ト
ス

、
』 

 
 

 
 

 

岩
田
系
圖 

 

亦
丸
ノ

内
一
文
字
或
ハ

角
』
内
蔦
、 

 
 

 
 

本
國
武
藏 

 
 

 
 

本
國
武
藏
國
秩
父
郡
白
鳥
庄
岩
田
村
、
岩
田
ハ

邑
名
』
而
、
在
於
武
藏
國
秩
父
郡
、

土
人
曰
、
一
ノ

大
石
在
田
邉
、
号
二

』
岩
田
、
以
岩
田
爲
穪
號
者
ハ

、
第
十
八
代
丹
治

正
廣
始
』
住
其
所
、
在
舘
舎
跡
、
亦
岩
田
ノ

山
有
墟
、
吉
例
年
毎
』
三
元
日
以
一
羹
・

二
麪
饗
應
之
、
自
祖
至
今
用
此
例
、
』
丹
黨
氏
神
勲
八
等
正
一
位
丹
生
大
明
神
、
在

於
』
岩
田
邑
毎
年
九
月
十
九
日
、
為
祭
禮
、
亦
同
邑
野
』
上
村
勸
請
丹
生
社
毎
年
十

二
月
朔
日
、
加
美
郡
安
保
』
村
九
月
十
九
日
、
髙
麗
郡
加
治
郷
勸
請
ノ

丹
生
社
毎
』 

年
二
月
十
六
日
、
秩
父
郡
廣
瀬
村
勸
請
丹
生
社
毎
年
』
祭
月
祭
日 

 
 

上
昔
祭
日
ニ
ハ
』

矢

鏑

馬

在

之

、

同
郡
薄
村
藥
師
』
堂
地
内
ニ

丹
生
社
有
、
毎
年
三
月
十
六
日
祭
禮
有
之
、
』
惣
テ

丹
黨

在
邑
ニ
ハ

必
齊
祭
丹
生
社
云

云

、 

  
 

 
 

 

第
二
十
九
代 

檜
隈
髙
日
王
子 

宣
化
天
皇─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 
 

 
 

 

諱
武
小
廣
國
押
盾
尊
、
継
體
帝
第
二
ノ

子
、』
母
ハ

曰
二

目
子
媛
一

、
尾
張 

 
 

 

連
草
香
女
、』
雄
畧
帝
十
二
年
戊

申

生
、
安
閑
帝
二
年
乙

卯

』
十
二
月
十
二 

 
 

 

日
即
位
、
六
十
八
異
曰
、
安
閑
天
皇
二
年
』

乙
夘
即
位
、
群
臣
奏
二

』
上
鏡
』

叙
ヲ

一

、
二
年
春
正
月
遷
下

都
大
和
國
髙 

市
郡
』
檜
隈
廬
入
野
ニ上

、
夏
五
月
詔
曰
、
食
ハ

天
下
本
也
、
』
黄
金
萬
貫 

不
可
療
飢
、
白
玉
千
箱
何
能
』
救
冷
収
藏
穀
稼
蓄
積
儲
粮
遑
設
凶
』
年 

厚
饗
良
容
修
造
宮
家
那
津
ノ

口
、』
四
年
春
二
月
甲

午

日
崩
時
、
年
七
十 

三
、
葬
二

大
和
』
國
桃
花
鳥
坂
上
陵
一

、 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

└

上
殖
葉
皇
子─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 

母
橘
ノ

仲
皇
后
、
亦
ノ

名
椀
子
、
是
丹
比
公
・
偉
那
公
』
凡
二
姓
ノ

先
也
、 

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

└
十
市
王─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

 
 

 
 

 
 

 

一
名
彦
武
王 

└

多
治
比
古
王─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

〔
政
〕 

〔
流
〕 

（
マ 

マ
） 

〔
弟
〕 
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或
多
治
彦
王 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
 

 

河
内
郡
今

丹
南
郡
丹
治
比
村
ノ

若
松
天
神
ノ

、』
延
喜
式
所
載
丹
治
比
ノ

社 

是
也
、
今
称
二

菅
』
神
一

、
非
也
、
ス
ミ
テ 

テ
ン
シ
ン
ト
ヨ
ミ
、
テ
ン
ジ

ン
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
』
古
王
ノ
神
霊
也

、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

右
大
臣 

├

家
範─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 

継
體
帝
ノ

時
、
始
賜
姓
、
穪
丹
治
真人

、
』
或
曰
、
継
體
ハ

宣
化
二
世
ノ

先
而
、 

家
範
亦
』
宣
化
ノ

曽
孫
、
如
時
代
不
相
應
厚

、
按
、
』
蓋
夫
継
體
八
拾
二 

歳
而
、
後
安
閑
即
』
位
二
年
而
、
宣
化
即
位
四
年
而
崩
、
此
』
積
九
十 

年
也
、
宣
化
壽
七
拾
二
故
、
知
継
體
』
十
九
歳
而
生
宣
化
也
、
若
夫
宣 

化
十
七
歳
』
而
生
植
葉
第
一
子
故
』

為
十
七
歳
生

、
植
葉
十
九
歳
而
生
』
彦
武
第
二
子
故
為
』

十

九

而

生

、 

彦
武
十
七
歳
而
生
家
範
』
第
一
子
故
為
』

十

七

而

生

、
此
積
七
拾
年
也
、
然
則
、
継
體
崩 

之
』
年
、
家
範
既
十
一
二
歳
、
當
賜
姓
ノ

年
也
、
豈
』
疑
之
、 

└

嶋─
─
─
─

廣
成─

─
─
─

濱
成─

─
─
─

貞
成─

┬
─
─

峯
成─

─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

左
辯 

└

貞
峯 

丹
黨
之
祖 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

私
市
ノ

太
夫 

 

私
黨
ノ

祖 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
└

長
成─

─
─
─

高
成─

─
─
─

邦
高─

─
─
┐
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

私
黨
ノ

紋
ハ

○二
丸
ノ

内
二
字
』
丹
ノ

字
古
文 

字
也
、
』
幕
ノ

紋
竒
□
ニ

鳩
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 
 

 
 

 
 

私
市
大
夫 

自
為
私
市
氏
私
黨│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
└

致
成─

─
─
─

師
成─

─
─
─

乾
成─

─
─
┐
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

私
黨 

熊
谷 

久
下 

私
市 

騎
玉 

河
原│

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬
山 

瓶
尻 

肥
塚 

根
岸 

久
戸 

春
野
原│

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

筥
甲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
└

宗
直─

─
─

政
直─

─
─

茂
直─

─
─

直
幹 

│
 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

内
大
臣 

└

家
隆─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

推
古
帝
之
時
人 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

大
納
言 

└

家
廣─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

皇
極
帝
之
時
人 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

従
二
位
左
近
衛
大
將 

└

家
綱─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

正
二
位 

師
大
納
言 

└
頼
景─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

 
 

 
 

従
三
位 

宮
内
郷 

└

家
景─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

桓
武
帝
之
時
、
依
官
途
之
事
、
遂
退
』
而
籠
居
大
和
國
志
摩
庄
、
然
紀 

│
 

ア 

マ 

ツ 

タ 

（
マ
マ
） 

〔
西
ヵ
〕 

〔
帥
ヵ
〕 

〔
卿
〕 



岩田系図諸本の比較分析（一）（根ヶ山） 

 

 

19 

州
』
之
所
領
如
元
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

太
郎 

宮
内
郷 

└

家
義─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

嵯
峨
帝
之
時
、
賜
大
和
國
渋
田
庄
而
、
住
』
其
所
矣

、
所
謂
丹
姓
大
明
神
、 

即
家
義
』
之
神
霊
也
、
傳
曰
、
其
霊
引
導
僧
空
海
』
於
高
野
山
、
其
體
似 

猟
人
故
是
謂
犬
』
山
師
、
按

引
導
空
海
之
事
、
似
丹
生
明
』
神
丹
生
明
神
所
』

由

来

遠

矣

、 

今
以
實
理
推
之
、
其
時
』
家
義
在
和
州
而
、
近
髙
野
、
因
生
前
、
』
合
力 

於
空
海
故
、
以
其
感
志
報
其
』
功
、
没
後
追
崇
之
而
、
爲
明
神
乎

、』
生
・ 

姓
音
相
通
故
、
号
丹
姓
以
擬
丹
生
之
』
神
乎

、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│

樋
口
幸
安
カ

記
ニ

曰
、
秋
元
但
馬
守
喬
朝
長
臣
岩
田
彦
助
ノ

』
林
家
ノ

門
仁
ト
テ 

│

漢
学
ヲ

好
テ

、
幸
安
カ

撰
記
ニ

書
添
』
タ
リ

、
中
山
家
ノ

系
圖
ト
ハ

小
違
ア
リ

、 

│
 

└

武
信─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

陽
成
帝
元
慶
元
年
、
配
流
武
州
、
遂
開
』
發
秩
父
郡
・
加
美
郡
其
外
一
ノ 

井
・
加
治
』
等
之
所
而
、
押
領
之
、
自
是
、
始
零
落
テ

』
関
東
、
後
蒙
勅 

免
、
皈
洛
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

 

桒
名
ノ

丹
二 

└

峯
信─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

樋
口
幸
安
撰
、
武
家
髙
名
記
曰
武
家

高
名

』
記
板
行
ノ
書
ニ

テ
』
五
十
冊
有
之

、
薦
野
苗
字
系
傳
曰
、
宮 

内
』
郷
家
義
之
孫
丹
治
武
信
、
依
陽
成
』
帝
之
勅
、
下
向
武
州
、
領
加
治 

郷
、
是
武
』
州
丹
黨
之
随
一
也
、
其
子
峯
信
下
九
』
州
、
住
筑
前
國
糟
屋 

郷
薦
野
庄
、
城
』
養
德
山
、
自
是
、
称
薦
野
苗
氏
、
按
ス
ル
ニ

』 

按
ス
ル
ニ
ト
ハ
、
岩
田
』

彦
助
和
衷
』
カ
詞
ナ
リ

、
然
則
、
峯
信
之
後
、
武
與
筑
』
立
两
家
乎

、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

丹
貫
主 

└

峯
時─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 

始
住
関
東
按
、
自
是
爲
武

藏

國

』

住

人

、 

按
ト
ハ
岩
田
彦
助

カ
』
和
衷
カ
詞
也
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

武
藏
守 

└

峯
房─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

是
ヨ
リ
季
左
書
ハ

、
新
竒
居
村
岩
田
カ

家
ニ

』
雨
漏
朽
タ
ル

中
ヨ
リ

北
條
家 

其
外
ノ

御
』
文
書
無
恙
ヲ

出
タ
ル

中
ヨ
リ

、
正
真
ノ

書
』
説
ナ
リ

、
』 

 
 

 
 

丹
黨
ノ

枝
葉
如
左
書
、
岩
田
恒
足
軒
謹
』
誌
、
恒
足
軒
カ

髙
祖
父
天
正 

十
八
年
』
迠
岩
田
ニ

住
ス
ル

也
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

始
爲
秩
父
郡
官
領
、 

└

武
経─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

丹
貫
主 

└

武
時─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

異
ニ

曰
、
武
平 

冠
者
、
第
四
ノ

郎
也
、 

└

武
峯─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

大
夫 

二
大
夫 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

（
好
運
） 

〔
知
〕 

メ
ウ
ジ
ノ 

〔
卿
〕 

ス
エ 

〔
寄
〕 

ヲ
ノ
コ
コ 
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├

經
房 

丹
三
鬼
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

 
 

 
 

 

塩
屋
、
榛
沢
郡
』

丹
生
御
社
有
之
、 

 
 

 
 

那
賀
郡
也
、
』
塩
屋

近
所
、
』
右
同
断
、 

│
 

中
村 

 
 

 
 

 

竹
淵 

 
 

 
 

 

塩
屋 

 
 

 
 

 

古
郡 

秩
父
郡
安
戸
御
室
村

大
河
原
領
ト
云
、 

 

岡
田
ト
云
所
ハ
、
大
宮
ヨ
リ
』
南
ノ
方
ニ
有
之

由
、
一
两
日
』
已
前
聞
之
、
丹
生
御
社
有
之
哉
、 

下
中
村
大
宮
ノ
近
所
ニ
テ
、
』

昔
中
村
殿
之
儀
御
座
候
所
、 

大
河
原 

 
 

 
 

岡
田 

 
 

 
 

 

下
中
村 

 
 

 
 

小
鹿
野 

 

坂
田 

 
 

 
 

 
大
窪 

 
 

 
 

 

横
瀬 

 
 

 
 

 

弥
郡 

 

本
田 

 
 

 
 

 

横
脛 
以
上
十
六
苗
氏
ノ
祖
也
、  

│
 

├

長
房 

薄
次
郎 

恒
足
軒
カ

曰
、
長
房
ノ
舘
舎
ノ

所
ハ

』
秩
父
薄
村
薬
師
堂
背
ト 

被
察
、
』
其
儀
ハ

丹
生
御
社
有
其
所
、
民
老
ニ

』
問
ニ

、
丹
生 

御
社
ハ

地
主
ト

云
事
、
』
薬
師
ヨ
リ

前
ト

云
、 

│
 

薄 
 

織
原 

織
原
ハ

本
竒
居
ノ

川
向
、
織
原
村
也
、
』
本
竒
居
ハ

榛
沢
郡
、 

織
原
ハ

秩
父
』
郡
、
織
原
村
浄
光
寺
本
尊
ノ

臺
』
座
ニ

秩
父
郡 

白
鳥
ノ
庄
織
原
村
』
ト
ア
リ

、 

│
 

 

以
上
二
苗
氏
也
、 

├

基
房 

秩
父
黒
丹
五
、
或
曰
、
勅
使
河
原
ノ

黒
丹
五
郎
ト
モ

、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
州
新
田
郡 

│
 

勅
使
河
原 

 
 

 
 

堀
口 

 
 

 
 

南
荒
居 

高
麗
郡 
 
 
  

  

加
美
郡 

 
 

 
 

上
州
新
田
郡 

 
 

 
 

加
美
郡 

青
木 
 

 
 

新
里 

 
 

 

由
良 

 
 

 

安
保 

加
美
郡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

榛
沢
郡 

│
 

瀧
瀬 

 
 

 

長
濱 

 
 

 

榛
澤 

 
 

 

小
嶋 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

  
 

 
 

  
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

中
山
道
本
庄
ノ
脇
也
、 

│
 

志
水 

 
 

 

加
治 

 
 

 

髙
麗 

以
上
十
四
苗
氏
祖
也 

│
 

├

俊
貞 

加
治
三
郎
左
衛
門
尉
、』
左
衛
門
尉 

│
 

├

基
氏 

桐
原
孫
三
、
』
左
衛
門
尉 

│
 

├

基
兼 

判
乃
三
郎 

│
 

│
 

 
 

白
鳥
ノ

七
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
丹
二
郎 

└

行
房─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

基
政─

─
─
─
─
─
┐

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│

則
政 

黒
谷
五 

秩
父
黒
谷
養
子
タ
リ

、』
号
左
衛
門
尉 

旧
記
ニ

曰
、
頼
朝
冨 

士
ノ

狩
』
御
供
ニ

参
、
為
曽
我
時
宗
被
疵
云

云

、 

│
 

│

政
光 

山
田
六
郎 

│
 

│
 

 
 

岩
田
七
郎 

├

政
廣─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
東
鑑
第
二
十
五
ニ

曰
、
承
久
三
年
六
月
廿
四
日
、
於
二

宇
治
』
川
ノ

上
一

、
首
一 

討
捕
政
廣
属

鎌
倉
㔟

、
是
在
二

金
持
兵
衛
ノ

』
日
記
ニ一

、
此
時
鎌
倉
㔟
ノ

中
蒙
疵
ノ

中
、
岩
田 

七
郎
ト

』
ア
リ

、
岩
田
八
郎
ハ

山
田
八
郎
歟
、』
與
岩
田
七
郎
同
属
鎌
倉
㔟
、
於 

同
所
首
二
討
、
』
同
二
郎
、
亦
得
首
二
、
是
皆
載
金
持
兵
衛
之
日
記
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

〔
冠
〕 

シ
ヲ
ノ
ヤ 

ヤ
ノ
コ
ヲ
リ 

ホ
ン
ダ 

今
誤
リ
テ
、 

ヤ
ノ
コ
ヽ
リ
ト
云
、 

男
衾
郡 

ソ 

テ 

シ 

カ
ハ
ラ 

ホ
リ
ク
チ 

ミ
ナ
ミ
ア
ラ
ヰ 

ア
ヲ
キ 

ニ
イ
サ
ト 

ユ 

ラ 

ア 

フ 

タ
キ
セ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ハ
ン
サ
ハ 

 
 

 
 

 

ヲ
シ
マ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

カ 

チ 
 

 
 

 
 

 
 

コ 

マ 

八
ヵ 

八 〻 
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│
 

 
 

山
田
八
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

└
政
成─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐
│

 

 
 

 
 

私
ニ

曰
、
山
田
苗
氏
ノ

出
所
ハ

武
州
秩
父
郡
』
ト
モ
ツ
子
ノ

庄
山
田 

村
也
、 

 
 

 

井
戸 

 
葉
栗 

 

山
田 

三
苗
氏
之
祖
也
、 

 
 

 
 

 
 

 
│
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

│
 

 
 

山
田
五
郎 

├

直
家─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┬

直
時 

丹
五
郎 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

三
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 
├

直
綱 

六
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

成
光─

─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 
 
│

 
 

秩
父
郡
住
白
鳥
庄
』
号
井
戸 

│
 

├

政
頼 

六
郎 

 
 

 
 

 
│

 
 
└

直
茂─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐
│

 

├

家
經 

七
郎 

 
 

 
 

 
│

 
 

 
 

 
 

右
馬
允
、
号
井
戸 

 
 
│

 

└

行
成 

九
郎 

 
 

 
 

 
│

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 
├

直
忠 

右
馬
五
郎 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 

六
郎 

 
 

 

弥
三
郎 

 
│

 
 

 

六
郎 

└

成
時─

─
─
─

成
綱─

─
─
┐

 
├

家
茂─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 
├

氏
直 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

├

政
綱 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
├

覚
尊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│
│

 

└

實
經 

七
郎 

 
 

 
 

 
 

 
│

 
 

 

九
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
└

行
成─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐
│
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
├

行
綱 

九
郎
次
郎 

 
 

 
 

 
 
│
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
├

頼
成 

弥
九
郎 

 
 

 
 

 
 

 
│
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
├

家
成 

三
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 
│
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
└

宗
氏 

四
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

│
 

 

井
戸
六
郎
三
郎 

└

家
頼─

─
─
─
─
─
─
─
─
┬

頼
盛 

井
戸
弥
三
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
└

宗
茂 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
郎 

 
 
┌

廣
成 

二
郎 

 
 

 

岩
田
二
郎 

 
 

 
 

 
 

 
┌

廣
髙─

─
─
─
─
┼

高
政 

│
 

異
ニ

曰
、
岩
田
藤
谷
淵
次
郎
ト
モ 

、 
 

 

兵
衛
尉 

├

政
信─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┤

 
 

 
 

 
 

 
│

 
 

五
郎 

│
 

 

藤
谷
淵
ノ

祖
、 

 
 

 
 

 
 

 

藤
谷
淵
ノ

七
郎 

 ├

高
氏─

─
─
─
┐

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
└

直
村 

 
 

 
 
└

經
髙 

 
 

 
│

 

 

異
ニ

曰
、
岩
田
野
上
三
郎 

 
 

 
 ┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

 

政
經
ト
モ

有
之
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
郎
二
郎 

 

弥
二
郎 

│
 

野
上
三
郎 

 

三
郎
太
郎 

 
 
├

實
行 

 
 

 
 

某 

├

政
經─

─
─
─

某 

虫
喰 

 
 

 
└

宗
行 

 
 

 
 

 
 

 

私
ニ

曰
、
総
持
寺
ノ

前
』 

丹
生
御
社
ノ

東
、
岩
田
』
野
上
三
郎
舘
舎
ノ

跡
也
、 

│
白
鳥
四
郎 

├
政
家 

白
鳥 

罪
山 

以
上
二
苗
氏
之
祖
也
、 

│

後
深
草
院
御
宇
、
京
都
油
小
路
堀
柱
出
北
十
六
』
本
之
中
、
岩
田
三
郎
出
云

云

、 

或
書
曰
、
東
鑑
曰
、
建
長
』
二
年
、
於
京
都
課
役
出
材
木
者
、
称
二

岩
田
三
郎
一

』 

│

在
二

東
鑑
ニ一 
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│
 

 
 

岩
田
五
郎 

└

廣
方─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

住
二

白
鳥
庄
岩
田
村
一

、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

小
五
郎 

├

廣
時─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

六
郎 

 
 

 

弥
五
郎 

 
 
┌

實
廣 

又
五
郎 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

廣
員─

─
─
─
─
─

基
光─

─
─
─
─
┼

景
基 

六
郎 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
├

有
員 

七
郎 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

七
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
└

忠
基 

八
郎 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

└

廣
家 

 
 

 
 

 

行
泰 

武
家 

家
成 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

廣
房─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

├

政
茂─

─
─
─
─
┬

清
政 

四
郎
五
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

└

清
經 

九
郎 

└

政
房─

─
─
─
─
┬

助
政 

三
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 
└

政
頼 

二
郎 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

小
五
郎 

├

忠
國─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

六
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

├

行
時─

─
─
─
─
─
─

宗
員 

又
五
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

九
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

├

長
房─
─
─
─
─
─
─

泰
行 

七
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

└

成
房 

十
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

彦
五
郎 

├

長
廣─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

└

實
成 

青
木
二
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

安
保
ハ

北
武
藏
野
國
加
美
郡
安
保
村
・
西
安
保
村
、
有
』
丹
生
大
明
神
ノ

社 

祭
礼
毎
年
』

九
月
十
九
日

、
同
邑
旧
跡
、
安
保
某
命
』
鎌
倉
佛
工
、
作
阿
弥
陀
如
来
ノ

像
、
建
立 

一
堂
、
安
』
置
ス二

其
像
ヲ一

、
堂
甚
大
也
、
故
曰
二

安
保
ノ
大
御
堂
ト一

』
安
保
今
真 

言
新
義
吉
祥
院
、』
御
當
家
御
朱
印
三
十
石
也
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

 
 

幸
松
丸
、
太
郎
、
又
安
保
ト
モ

、 

│
 

 
 

右
近
将
監 

└

基
廣─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

武
藏
國
秩
父
郡
妙
見
山
ノ

下
、
星
供
在
家
加
美
郡
』
安
保
勅
使
河
原
跡
、 

如
故
所
令
還
補
也
、
守
先
』
例
、
致
沙
汰
之
狀
、
如
件
、 

 
 

 

貞
治
二
年
九
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

基
氏
判 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岩
田
太
郎
殿 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

岩
田
将
監
太
郎 

│
 

 
 

左
衛
門
尉 

異
ニ

曰
、
實
利 
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├

實
長─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

仕
定
勝
院
義
持
將
軍
之
時
、
鎌
倉
足
利
』
左
馬
頭
持
氏
之
時
、
有
二

應
永 

二
十
四
丁

酉

歳
』
上
杉
氏
憲
入
道
禅
秀
亂
之
𦾔
記
ニ 

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

光
春 

將
監
次
郎 

異
ニ
曰
、
實
春 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

安
保
丹
後
守 

│
 

└

實
季 

將
監
三
郎 

 
 

 
 

上
野
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

女 

藤
田
野
太
郎 

長
門
守
小
野
宗
員
妻 

│
 

藤
田
系
圖
ニ

曰
、
岩
田
左
衛
門
實
利
カ

一
女
、
藤
田
』
野
太
郎
宗
員
後
ニ

改 

長
門
守
、
岩
田
實
利
入
道
』
以
一
跡
授
宗
員
後
ニ

、
宗
員
聞
三

入
道
ノ

有
二 

實
子
一

、』
以
二

岩
田
地
一

授
之
、
是
永
享
年
中
ノ

頃
、
岩
田
太
郎
』
三
郎
改
式
部

少
輔
ト 

丹
治
比
實
員
云

云

、 

│
 

│
 

 
 

岩
田
太
郎
三
郎 

式
部
少
輔
是
也
、 

└

實
員─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

岩
田
ノ

内
枝
郷
住
、
吉
田
舘
ノ

跡
、
今
道
光
』
寺
東
ノ

方
ノ

畠
也
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

九
郎
、
帯
刀
先
生 

└

忠
重─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

母
猪
股
太
郎
女
、
縁
族
タ
ル
ニ
ヨ
ツ
テ

猪
股
』
称
号
賜
テ

、
猪
股
ト
モ

云
、 

本
姓
丹
治
也
、
』
猪
股
ハ

小
野
姓
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

僧 

参
内
之
良
堂
和
尚 

│
 

│
 

 
 

八
郎
五
郎 

├

忠
幸─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

└

義
幸 

 
 

 
 

三
郎
、
對
馬
守 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
 

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

 │
 

對
馬
守
、
従
六
位
下 

 
 

 
 

 
 

 

義
幸
ハ

丹
ノ
ト
ウ

九
郎
忠
重
ノ

三
男
也
、 

└

義
幸─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

世
俗
ニ

傳
言
フ

岩
田
ノ

内
、
分
レ

三
ニ

、
上
郷
・
中
郷
・
下
郷
ト

言
フ

、』
對
州 

君
ノ

所
住
言
二

下
郷
ト一

、
仍
人
称
二

尭
田
殿
ト一

、
祈
祷
』
所
満
光
寺
ハ

尭
田
有 

之
、
号
二

尭
田
山
ト一

、
道
光
寺
ハ

』
吉
田
ニ

在
レ

之
、
号
吉
田
山
、
對
馬
守
戒 

名
臨
田
浄
室
』
居
士
并

其
妻
ハ

香
蓮
貞
室
大
姉
、
右
夫
婦
ノ

』
位
牌
在
二

岩 

田
邑
ニ一

、
真
言
宗

新
義
流

満
光
寺
・
臨
濟
宗
』

妙
心
寺
派

道
光
寺
・
』
臨
濟
宗
』

妙
心
寺
派

瑞
岩
寺
、
其
外
在
二

岩
田 

 

領
地
所
々
寺
一ニ

、 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

岩
田
孫
次
郎 

├
幸
重─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

├

女 
人
見
越
前
守
小
野
安
利
妻 

安
利
ハ

上
杉
官
領
家
武
州
榛
沢
郡
人
見
村
代
々
ノ

』
住
人
也
、
人
見
村
ハ 

│
 

 

中
山
道
深
谷
驛
邉
也
、
』
曽
孫
人
見
何
某
、
上
杉
左
兵
衛
佐
藤
原
吉
憲
』 

（
勝
定
） 

（
足
利
） 

（
マ
マ
） 

ヤ 

リ
ン
テ
ン
シ
ャ
ウ
シ
ツ 

（
マ
マ
） 
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│
 

 

家
臣
也
、
今
人
見
代
々
屋
鋪
、
時
宗
ノ

寺
一
乗
』
寺
ト

云
、
人
見
代
々 

墓
所
在
、
人
見
嫡
孫
加
賀
』
宰
相
ノ

家
ニ

人
見
才
三
郎
ト

云
有
之
、 

├

女 
本
田
筑
前
守
貞
信
妻 

本
田
ハ

丹
治
氏
也
、
頼
朝
郷
以
来
男
衾
村
本
』
田
ニ

居
住
ス

、
西
本
田
・ 

東
本
田
、
東
本
田
ハ

畠
山
重
』
忠
ノ

家
臣
ト

ナ
リ
、
西
本
田
嶋
津
家
臣
ト 

ナ
ル
、
大
御
』
畨
本
田
藤
十
郎
、
今
幕
府
士
西
本
田
ニ

ア
リ
、 

├

女 

諏
訪
部
三
河
守
源
光
長
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

諏
訪
部
ハ

信
州
源
氏
、
元
ハ

諏
訪
ノ

神
孫
』
諏
訪
氏
也
、
紋
楮
葉
三
露
、 

│
 

 

楮
本
字
ナ
リ

、
』
紙
ハ

俗
字
也
、
梶
ノ

葉
俗
也
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

└

房
幸 

岩
田
三
郎
六
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

岩
田
三
郎
六
郎 

伊
勢
守 

└

房
幸─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

實
ハ

對
馬
守
義
幸
末
子
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

童
名
彦
太
郎 

 
 

剃
髪
號
善
譽
居
士 

岩
田
土
佐
守 

│

幸
勝─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

母
ハ

藤
田
中
務
太
輔
女
、
属
二

上
杉
家
ニ一

、
』
麻
生
太
郎
左
衛
門
勝
永
カ

家
書 

曰
勝
永
ハ
岩
田
』

幸
勝
ノ
與
子
也

、
土
佐
』
幸
勝
養
レ

兒
有
レ

法
、
飲
食
常
撰
毒
与
能
當
醫
』
家
之 

節
、
故
数
子
皆
健
也
、
又
平
生
扛
重
攀
髙
、
』
故
成
長
之
後
、
盡
多
力
剛
強 

也
、
且
雖
不
要
博
』
学
、
毎
々
説
古
人
忠
義
行
、
使
兒
等
記
憶
之
、
』
故
顯 

│
 

勇
猛
云

云

、
故
所
其
教
、
所
其
養
、
義
守
』
己
、
勇
過
人
、
由
是
觀
之
、 

│
 

父
ノ

慈
子
豈
可
』
不
慎
之
乎
、』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
田
邑
ノ
内
、
以
永
樂
五
百
八
貫
八
百
緡
構
』
菟
裘
俗
今
日

隠
居
領

、
金
尾
塘
山
家 

臣
麻
生
守
之
、
』
麻
布
ハ

宇
都
宮
別
藤
原
也
、
』
九
拾
七
歳
、
戒
名
善
誉
宗 

真
居
士
、
異
ニ

曰
、』
真
公
居
士
、 

│
 

│

女 

上
州
小
幡
國
峯
城
主
、
小
幡
平
太
郎
重
純
妻
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

此
小
ハ
タ
ハ

御
籏
本
小
幡
上
総
介
先
祖
也
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

│
 

│

重
行 

櫲
原
杢
之
助
、 

杤
原
俗
字
也
、
櫲
原
秩
父
』
郡
藤
矢
淵
村
ニ

櫲
原 

山
ト

云
ア
リ
、
岩
田
苗
氏
』
別
レ

也
、 

此
末
上
州
沼
田
新
田
伊
賀 

守
』
家
臣
、
伊
賀
守
家
断
絶
、
其
後
』
公
儀
御
扶
持
人
ト

成
、
吾
妻 

大
笹
御
関
所
』
畨
人
被 

仰
付
、
櫲
原
十
良
左
衛
門
ト

申
也
、 

│

女 

本
庄
城
主
本
庄
藤
太
郎
藤
政
妻
、 

中
山
道
児
玉
郡
児
玉
黨
藤
原
ノ

末
也
、 

│
 

 
 

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

 
│

 
 

 

號
猪
脵
和
泉
守 

│
 

 
 

 
├

宗
幸─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

猪
脵
ニ
實
城
・
末
家
ト
二
家
有
、
』
宗
幸
ハ
末
家
也
、 

家
紋
憚
之
、
』
母
ハ

猪
脵
弾
正
忠
娘
、
加
賀
之
』
家
中
猪 

脵
齋
宮
祖
也
、
岩
田
』
猪
脵
鉢
形
城
時
分
也
、
代
々
』 

│
 

 
 

 
│

 
 

 

一
家
タ
リ
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
├

幸
清 

左
衛
門
太
郎
、
河
内
守 

│
 

 
 

 
│

 
 

 

母
ハ

猪
脵
弾
正
忠
小
野
定
平
女
、
』
定
平
ハ

代
々
猪
脵
ノ 

│
 

 
 

 
│

 
 

 

城
主
ナ
リ
、』
数
代
属
上
杉
家
幕
下
有
』
軍
功
、
三
日 

〔
卿
〕 

（
マ
マ
） 

（
マ
マ
） 

ト
チ 

サ
ナ 



岩田系図諸本の比較分析（一）（根ヶ山） 

 

 

25 

│
 

 
 

 
│

 
 

 

尻
合
戦
時
、
幸
清
ハ

』
榛
沢
郡
藤
田
城
主
藤
田
』
右
衛 

門
佐
小
野
邦
房
因
為
』
一
家
、
同
二

意
藤
田
ニ一

、
降
二

北 

條
』
氏
康
ニ一

、
弟
彦
次
郎
吉
次
ハ

、
』
属
旧
主
上
杉
憲
政 

赴
二

上
』
野
國
一

、
此
時
、
兄
弟
相
隔
離
、 

 
 

 

│
 

 
 

 
├

吉
重 

右
衛
門 

會
津
岩
田

米
沢
岩
田

ノ

祖 

│
 

 
 

 
│

 
 

 
米
沢
上
杉
弾
正
家
臣
、
岩
田
幸
』
右
衛
門 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 
├

直
虎 
七
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
│

 
 

 

尾
刕
家
岩
田
ノ

祖
、
岩
田
三
郎
』
二
郎
、
尾
州
家
ニ

勤 

│
 

 
 

 
│

 
 

 

仕
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 
└

幸
吉 

彌
助
、 

御
幕
府
大
御
畨
、
』
岩
田
清
右
衛
門
、
其
子 

弥
右
衛
門
』
甲
府
ニ

勤
、
岩
田
助
之
進
祖
、
』
江
都
貮
百 

俵
、
甲
府
ニ
テ

』
三
百
俵
也
、 

│
 

 
 

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

 
├

邦
清 

千
勝 

甚
五
郎 

│
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
│

 
 

 

彦
太
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

傳
九
郎 

│
 

 
 

 
└

清
吉─

─
─
─
─
─
─
─
─
─

政
吉─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宗
貞 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

女 

岩
田
傳
兵
衛
妻 

│
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
│

 
 

 

玄
蕃 

│
 

 
 

 
├

清
次─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

 
│

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 
└

正
持 

与
三
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

 
 

 
 

喜
内 

│
 

 
 

 
├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

 
 

 
 

恒
足
軒 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

│
 

 
 

 
└

女 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

 
├

某 

當
喜
内 

│
 

 
 

 
├

女 

御
籏
本
和
田
太
七
郎
』
源
重
光
妻 

│
 

 
 

 
├

女 

見
瑞
妻
、
』
奉
仕
尾
州
嘉
智
姫
君
御
傅
、 

│
 

 
 

 
└

女 

松
平
美
濃
守
家
臣
』
山
田
平
八
妻 

│
 

│
 

 

岩
田
三
良
兵
衛 

秩
父
郡
薄
邑
』
藥
師
堂
ニ

住
ス

、
寺
ハ

同
所
』 

└

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

法
養
寺
、
戒
名
不
知
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 

岩
田
三
郎
兵
衛 

二
代
、
武
州
秩
父
郡
中 

└

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

薄
藥
師
堂
村
ニ

居
住
、
寛
文
二
年
夘

』
六
月
廿
六
日
卒
、
同
所
法
養
寺
ニ 

葬
、』
法
名 

髙
月
樹
栄
大
居
士
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 

岩
田
忠
兵
衛 

武
州
秩
父
郡
薄
村 

└

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

（
季
張
） 

（
政
郷
） 

（
木
ヵ
） 

（
冨
ヵ
） 

フ 

モ
リ 
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藥
師
堂
ニ

居
住
、
寛
文
三
癸

夘

歳
十
』
月
十
九
日
卒
、
行
年
八
拾
歳
、 

小
鹿
野
葬
二

』
鳳
林
寺
ニ一

、
法
名 

智
寒
道
徹
居
士
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 

岩
田
忠
左
衛
門 

武
州
秩
父
郡
小
鹿 

└

浄
忠─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

野
ニ

居
住
、
天
和
三
癸

亥

歳
閏
五
月
十
』
六
日
卒
、
行
年
七
拾
七
歳
、
同 

所
葬
二

』
十
輪
寺
、
法
名 

寂
室
宗
入
居
士
、 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 

岩
田
喜
左
衛
門 

├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 

剃
髪
シ
テ

號
浄
快
ト

、
宝
永
三
天
丙戊

三
月
四
日
、
行
歳
』
七
十
五
歳
卒
、 

法
名
鏡
心
淨
懐
大
法
師
、
右
同
寺
、
同
人
妻
享
保
元
』
年
丙

申

八
月
廿
九 

目
、
七
十
七
歳
、
心
月
正
清
大
姉
、
右
同
寺
、 

 └

某 

薗
田
長
太
輔 

秩
父
郡
白
鳥
庄
』
大
宮
妙
見
宮
神
主
方
エ

養
子
ト

成
、
』 

 
 

 

御
朱
印
五
拾
七
石
頂
戴
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

 

岩
田
喜
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 

岩
田
弥
右
衛
門 

├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

武
啓─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 

元
禄
四
年
辛

未

二
月
廿
二
日
、
岩
田
喜
右
衛
門
三
十
三
歳
、
』
前
歳
霜
月
九 

日
、
同
町
打
於
吉
田
新
右
衛
門
・
出
浦
氏
』
佐
兵
衛
两
人
、
夫
故
刄
死
、 

法
名
權
大
僧
都
法
印
常
覺
、
』
葬
十
輪
寺
、
跡
目
弟
岩
田
彌
右
衛
門
武
啓
、 

妻
父
』
田
嶋
四
郎
兵
衛
、
右
同
寺
、 

│
 

 
 

 

岩
田
彌
五
左
衛
門 

├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

妻
隣
出
浦
吉
左
衛
門
息
女
、
享
保
乙巳

年
八
月
』
「
出
浦
吉
左
衛
門
者
、
隣 

出
浦
祖
也
」
廿
日
卒
、
葬
十
輪
寺
、
法
名
本
巌
圓
空
大
法
師
、
』
同
人 

妻
享
保
乙巳

年
十
一
月
七
日
卒
、
法
名
』
玉
芳
妙
貞
大
姉
俗
名
タ
キ

、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 

菊
池
伊
左
衛
門
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

├

女─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 
 

 

淺
見
忠
八
妻 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
└

女─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐
│

 

│
 

 
 

 
 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

│
 

 
 

 
 
├

某 

淺
見
喜
右
衛
門 

│
 

 
 

 
 
│

右
衛
門
督
様
御
勘
定
勤
仕
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
 

 
 
│

 

樋
口
半
蔵
養
子
タ
リ 

│
 

 
 

 
 
└

某 

樋
口
定
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 
 

 

御
本
丸
御
徒
勤
仕
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

某 
 

 

岩
田
藤
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

│
 

 
 

喜
右
衛
門
養
子
タ
リ 

├
武
啓 

 

岩
田
弥
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

├

正
雲 

 

出
家
、
中
年
ニ
テ

死
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

│
 

├

女 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

（
マ
マ
） 

〔
戌
〕 

〔
日
〕 

（
付
箋
） 
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│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

└
女 

 
 

秩
父
薄
常
木
村
多
比
良
市
之
丞
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

├

女 
 

 
小
鹿
野
邑
横
田
八
弥
妻 

│
 

│
 

 
 

 

岩
田
忠
五
郎 

├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 

妻
大
宮
町
新
井
源
右
衛
門
息
女
、
』
寛
保
元
辛酉

十
一
月
廿
日
卒
、
葬
十
輪 

寺
、
法
名
』
葉
林
道
散
居
士
、
妻
安
永
三
甲午

天
七
月
』
十
四
日
卒
、
法 

名
了
覺
智
貞
大
姉
俗
名
ベ
ン

、 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

├

某 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

女 
 

 

大
宮
村
新
井
養
冝
妻 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 

小
鹿
野
吉
田
藤
太
夫
養
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

某 
 

 

吉
田
藤
八
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

細
川
玄
蕃
頭
方
ニ 

│
 

後
出
浦
武
兵
衛
改
、
延
享
二
丑

年
十
一
月
十 

 
 

勤
仕
ノ

処
、
討
傍
輩
、 

│
 

八
日
』
卒
、
法
名
清
昴
曻
院
淨
智
日
恵
居
士
、 

大
坂
エ

引
篭
病
死
、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

 

矢
部
仙
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

└

將
美─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐
│

 

 

御
先
手
與
力
勤
仕
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│
│

 

 
 

 
 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘
│

 

 
 

 
 
│

母
ハ

御
天
守
畨
鈴
木
十
右
衛
門
女
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
├

女 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

 
 

 
 
│

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
 

 
 
└

某 

矢
部
友
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
 

 
 

 
 

 

寛
政
年
中
松
原
供
右
衛
門
ト

相
成
、
江
戸
八
町
』
堀
ニ

居
住
、 

 
 

 
 

 
 

 

與
力
勤
仕
、 

 ┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

 

岩
田
吉
五
郎
行
義 

├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 

武
刕
秩
父
郡
小
鹿
野
村
居
住
、
所
持
高
三
石
六
斗
』
八
舛
七
合
、
妻
下 

小
鹿
野
村
佐
藤
氏
女
「
佐
藤
佐
兵
治
娘
」
一
女
有
テ

』
病
死
、
葬
十
輪 

寺
、
法
名
真
空
宗
鏡
大
姉
俗
名

ミ
ツ

、』
後
妻
同
郡
上
田
野
村
字
戸
沼
ノ

住
、 

 

鉢
形
』
北
條
安
房
守
氏
郡
家
臣
之
末
、
三
上
刑
部
末
養
』
三
上
角
平
息 

│
 

 

女
ナ
リ

、
子
三
人
有
リ

、
父
角
平
尊
明
者
、』
宝
曆
十
二
午

年
七
月
十
三
日 

卒
、
法
名
』
大
心
了
圓
居
士
、
行
義
文
化
八
辛未

年
八
月
十
二
日
、』
行
年 

八
十
六
歳
卒
、
葬
十
輪
寺
、
法
名
』
諦
翁
行
義
居
士
、
後
妻
文
政
四
辛巳 

│
 

 

年
』
九
月
廿
三
目
卒
、
行
歳
七
十
六
、
法
名
』
阿
光
真
照
大
姉
俗
名
モ
ン

、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

女 
 

小
鹿
野
村
字
新
井
田
嶋
用
八
妻
、
行
歳
八
十
』
卒
、
葬
下
飯
田
村
光 

 
 

 
 

源
院
、
文
化
十
癸酉

年
』
二
月
十
日
、
法
名
法
性
智
界
大
姉
俗
名
ソ
ヨ

、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

├

女 
 

江
戸
御
本
丸
安
定
院
様
御
附
』
御
奉
公
仕
、
病
死
、
法
名
』
養
清
院 

淨
譽
正
榮
大
姉
、』
寛
政
五
癸
丑
年
九
月
朔
日
卒
俗
名
ス
マ

、 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

（
付
箋
） 

一
男
ア
リ 

〔
邦
〕 

〔
日
〕 
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│
 

 
 

岩
田
八
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

├
某─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 
│

 

│
 

 
 

江
戸
本
所
新
町
屋
居
住
、
寛
政
十
戊

年
五
月
廿
』
四
日
、
行
歳 

 
 

 
 

七
十
八
卒
、
法
名
一
翁
心
瑞
法
師
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 
│

 

│
 

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 
│

 

│
 

 
├

女 

江
戸
テ
川
明
神
下
住
、
子
三
人
有
リ

、 

│
 

 
│

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
│

 
 

岩
田
源
左
エ
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 
│

 

│
 

 
│

 
 

父
八
右
エ
門
跡
式
相
續
仕
候
、
一
女
有
リ

、
天
保
』
二
辛卯

年 

│
 

 
│

 
 

二
月
八
日
、
岩
田
喜
左
エ
門
嘉
重
』
此
系
圖
一
巻
ヲ

別
ケ 

│
 

 
│

 
 

写
譲
ナ
リ

、 

│
 

 
│

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 
│

 

│
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
│

 

│
 

 
 

秩
父
大
宮
町
高
野
幸
七
妻
、
一
子
有
リ

、
高
野
又
兵
衛
妻
井
上
藤
右 

│
 

 
 

エ
門
娘
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

├

女─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 
│

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
 

岩
田
仙
助 

├

某 
 

安
永
二
巳

歳
五
月
廿
二
日
、
行
歳
九
歳
卒
、
法
名
』
心
月
智
凉
童
子
、 

│
 

├

女 
 

大
宮
町
岩
田
藤
右
エ
門
妻
、
一
女
○
有
テ

、
同
所
横
瀬
村
字
中
柄
佐
』
加 

│
 

 
 

藤
吉
太
郎
妻
名
ル
ノ
、
子
三
人
有
リ

、
一
男
岩
田
菊
治
良
』
世
次
ナ
リ
、 

│
 

 
 

文
化
十
一
甲戌

稔
二
月
十
九
日
卒
、
葬
金
仙
寺
、
』
法
名
中
室
玄
春
大
姉
俗
名

キ
ン

、 

│
 

│
 

 
 

岩
田
彌
五
左
エ
門 

├

某 
 

寛
政
四
壬子

天
六
月
二
日
、
行
歳
二
十
五
卒
、
法
名
』
蘭
山
秀
保
居
士
、 

│
 

│
 

 
 

渡
邉
伊
兵
衛
安
義
妻 

├

女─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

 
 

小
鹿
野
村
住
、
所
持
高
十
九
石
、
村
役
組
頭
、 

 
 

 
 

 
│

 

│
 

 
┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

│
 

 
│

 
 

渡
邉
周
藏 

│
 

 
├

勝─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

 

│
 

 
│

 
 

右
同
行 

│
 

│
 

 
 

岩
田
喜
左
衛
門 

└

嘉
重─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
 

妻
同
町
渡
邉
傳
左
エ
門
娘
、
一
女
一
男
有
テ

、
離
』
別
、
後
妻
同
郡 

横
瀬
村
字
根
子
谷
守
屋
茂
右
エ
』
門
息
女 

 

文
政
十
丁

亥

年
、
村 

内
ニ

而
出
入
出
来
、』
若
年
竒
林
肥
後
守
様
御
役
所
ニ

而
、
長
百
姓
ト 

相
成
、
』
祖
々
父
彌
五
左
エ
門
十
七
ヶ
村
御
割
元
役
四
ヶ
國
酒
奉
行
』 

 
 

 
 

役
勤
仕
候
書
物
差
出
シ

候
所
、
其
村
ニ

お
ゐ
て
旧
家
に
』
無
紛
ニ

付
テ

、 

長
と
被
仰
候
、 

 ┌
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┘

 

〔
戌
〕 

（
マ
マ
） 

同
町 

○
一
男 

〔
寄
〕 

（
マ
マ
） 
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├

女 
 

享
和
三
癸亥

天
六
月
廿
七
日
、
行
歳
三
歳
卒
、
』
法
名
青
蓮
慈
芳
童
女
俗
名

コ
ウ 

│
 

│
 

 
 

岩
田
直
吉 

├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

│
 

├

女 
 

文
化
壬
申
年
十
月
六
日
、
行
年
二
歳
卒
、
法
名
』
玉
室
誓
光
童
女
、 

俗
名
ト
キ
、 

│
 

├

某 
 

文
化
十
三
癸子

年
十
一
月
十
二
日
、
行
年
四
歳
卒
、
法
名
』
觀
月
轉
輪
童
子
、 

俗
名
乙
藏
、 

│
 

│
 

 
 

岩
田
勝
藏 

├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

 

│
 

├

女 

│
 

│
 

 
 

岩
田
和
助 

├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

 

│
 

│
 

 
 

岩
田
米
之
助 

├

某─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

 

│
 （
後
略
）
（8） 

 

註 （1）
岩
田
氏
を
含
む
秩
父
地
方
の
丹
党
武
士
団
に
つ
い
て
は
、
井
上
幸
二
「
秩
父
丹
党
考
」
（
『
埼

玉
史
談
』
八―

四
・
五
、
一
九
三
七
年
）
、『
新
編
埼
玉
県
史 

通
史
編
１
・
２
』（
一
九
八
七
・

八
八
年
）
、
井
上
要
『
秩
父
丹
党
考
』
（
埼
玉
新
聞
社
、
一
九
九
三
。
初
出
一
九
九
一
年
）
等
参

照
。
近
年
の
関
連
業
績
と
し
て
は
、
菱
沼
一
憲
「
中
世
秩
父
の
地
域
社
会
構
造
」（
『
埼
玉
地
方

史
』
七
五
、
二
〇
一
九
年
）
、
根
ヶ
山
泰
史
「
丹
党
中
村
氏
・
大
河
原
氏
西
遷
の
基
礎
的
考
察
」

（
『
紀
要
（
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
）
』
一
〇
、
二
〇
一
六
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
お
本
稿
で
は
、
著
書
・
論
文
名
の
副
題
は
原
則
と
し
て
割
愛
す
る
。 

（2）
森
田
真
一
「
禅
宗
史
料
か
ら
み
た
東
国
の
領
主
」
（
『
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
紀
要
』
三
〇
、

二
〇
〇
九
年
）
、
同
「
戦
国
前
期
武
蔵
国
秩
父
郡
に
お
け
る
武
家
権
力
」（
『
群
馬
文
化
』
三
四
四
、

二
〇
二
一
年
）
。 

（3）
新
井
浩
文
・
根
ヶ
山
泰
史
「
丹
党
岩
田
氏
に
関
す
る
新
出
史
料
」
（
『
文
書
館
紀
要
（
埼
玉
県

立
文
書
館
）
』
三
二
、
二
〇
一
九
年
。
以
下
「
旧
稿
」
と
す
る
）
。
な
お
、
そ
の
後
に
本
史
料
群

を
取
り
上
げ
た
主
な
研
究
業
績
と
し
て
、
鉢
形
歴
史
研
究
会
編
・
発
行
『
鉢
形
領
内
に
遺
さ
れ

た
戦
国
史
料
集 

第
三
集 

本
編
』『
同 

別
編
』（
二
〇
二
一
年
）
、
高
橋
稔
「
戦
国
時
代
の
岩

田
氏
」
（
『
埼
玉
史
談
』
六
九―

二
、
二
〇
二
四
年
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。 

（4）
前
掲
註

（1）
論
文
で
井
上
幸
二
氏
が
言
及
し
た
岩
田
系
図
は
、『
小
鹿
野
町
文
書
目
録
』（
小
鹿

野
町
教
育
委
員
会
・
小
鹿
野
町
文
化
財
審
議
委
員
会
、
一
九
八
一
年
）
所
収
「
岩
田
家
文
書
」

の
文
書
番
号
一
六
六
「
丹
治
姓
系
図
一
巻
（
現
代
迄
）
」
と
同
一
本
と
み
ら
れ
る
。
旧
稿
で
は
こ

れ
を
小
鹿
野
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
編
『
岩
田
家
文
書

（二）
』（
小
鹿
野
町
、
二
〇
〇
二
年
）

に
釈
文
が
掲
載
さ
れ
た
系
図
三
点
（
同
書
一
四
一
「
丹
治
姓
岩
田
系
図 

計
三
巻
」
）
の
内
に
含

ま
れ
る
と
想
定
し
た
が
、
現
地
調
査
の
結
果
、
前
者
と
後
三
者
は
別
本
で
、
前
者
の
現
代
に
至

る
系
図
は
依
然
未
翻
刻
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
、
本
稿
で
「
小
鹿
野
本
」
と
呼
称
す

る
場
合
、
前
者
の
現
代
に
至
る
系
図
一
巻
を
指
す
も
の
と
す
る
。 

〔
丙
〕 
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（5）
凡
例
は
次
の
と
お
り
。 

・
釈
文
の
漢
字
は
、
諸
本
の
比
較
分
析
を
試
み
る
本
稿
の
趣
旨
に
鑑
み
、
可
能
な
限
り
原
文 

ど
お
り
の
字
体
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
た
。
た
だ
し
異
体
字
は
、
必
ず
し
も
忠
実
に
再
現 

で
き
な
か
っ
た
箇
所
が
あ
る
。 

・
釈
文
に
は
、
新
た
に
読
点
（
、
）
、
並
列
点
（
・
）
を
加
え
た
。 

・
傍
注
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
は
〔 

〕
、
そ
の
他
の
校
訂 

注
・
説
明
注
は
（ 
）
で
示
し
た
。 

・
原
文
の
欠
損
・
難
読
字
は
字
数
を
推
定
し
て
□
で
示
し
た
。 

・
抹
消
さ
れ
た
文
字
は
左
傍
に
〻
を
付
し
た
。 

・
原
文
の
改
行
箇
所
は 

』
で
示
し
た
。 

（6）
巻
子
装
、
一
巻
。
個
人
蔵
。
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
編
・
発
行
『
鉢
形
城
主 

北
条

氏
邦
』（
二
〇
二
四
年
）
参
照
（
№
六
八
）
。
本
史
料
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
寄
居
町
教
育
委

員
会
の
石
塚
三
夫
氏
か
ら
御
協
力
を
得
た
。
巻
首
お
よ
び
巻
末
の
写
真
は
後
掲
の
通
り
。 

（7）
巻
子
装
、
一
巻
。
個
人
蔵
。
前
掲
註

（6）
図
録
参
照
（
№
六
九
）
。
本
史
料
の
調
査
に
当
た
っ

て
は
、
小
鹿
野
町
教
育
委
員
会
の
肥
沼
隆
弘
氏
・
山
本
正
実
氏
か
ら
御
協
力
を
得
た
。
巻
首
お

よ
び
本
稿
掲
載
部
分
末
尾
付
近
の
写
真
は
後
掲
の
通
り
。 

（8）
【
史
料
二
】
の
記
載
は
現
代
に
ま
で
及
ぶ
。
本
稿
で
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
明
治

時
代
以
降
の
部
分
は
掲
載
を
見
送
っ
た
。 

  

（
付
記
）
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
史
料

の
御
所
蔵
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が

ら
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

                        



岩田系図諸本の比較分析（一）（根ヶ山） 
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写
真 

 

【
史
料
一
】 

 

（
巻
首
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
末
） 

                   

【
史
料
二
】 

 

（
巻
首
） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
掲
載
部
分
末
尾
付
近
） 

                    


